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今号の表紙
　5月15日ちくし台公民館で、ふれあいサロン「転ばん体操」が行われました。
講師の服

はっとり
部さんの丁寧な指導で、参加者は足を伸ばしたり、腰を回す運動を行

い「体が伸びて気持ちが良い。楽しかった」と感想を話していました。

P02　須玖タカウタ遺跡続報
P03　春日市の財政状況
P06　7月は「青少年の非行・被害防止全国強

調月間」です！
P08　平和祈念展を開催
P09　7月は同和問題啓発強調月間です
P10　市からのお知らせ
P17　情報ひろば
P24　あそぼ〜児童センター
P25　星の館／お誕生日おめでとう
P26　お宝文化百選

10月1日は
国勢調査
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整
理
作
業
中
に
発
見

　
今
回
の
発
見
は
、
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡

の
５
次
調
査（
平
成
26
年
５
〜
９
月
）に
よ

る
成
果
で
す
。

　

同
調
査
で
は
、弥
生
時
代
中
期
前
半（
紀

元
前
２
０
０
年
頃
）の
竪
穴
建
物
跡
か
ら
、

青
銅
器
の
石
製
鋳
型
６
片
、
土
製
鋳
型
30

片
が
出
土
し
て
お
り
、
市
報
か
す
が
平
成

26
年
11
月
15
日
号
の
奴
国
写
真
館
で
紹
介

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
で
出
土
品
の
整
理
作
業
中
に
、
新
た

に
多
鈕
鏡
の
鋳
型
を
確
認
し
ま
し
た
。

国
内
初
の
多
鈕
鏡
の
鋳
型

　
今
回
見
つ
か
っ
た
鏡
の
鋳
型
に
は
、
鈕
ち
ゅ
う

と
呼
ば
れ
る
ひ
も
を
通
す
穴
の
あ
る
つ
ま

み
と
、
複
数
の
直
線
と
曲
線
を
組
み
合

わ
せ
た
文
様
の
一
部
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
特
徴
か
ら
、
多
鈕
鏡

の
鋳
型
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
多
鈕
鏡

そ
の
も
の
は
12
例
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
多
鈕
鏡

の
鋳
型
は
未
発
見
で
、
今

回
初
の
出
土
と
な
り
ま
し

た
。

独
自
の
デ
ザ
イ
ン

　

多
鈕
鏡
は
、
文
様
の

細
や
か
さ
や
製
作
年
代

か
ら
、
多
鈕
粗そ

も
ん
き
ょ
う

文
鏡
と

多
鈕
細さ
い
も
ん文
鏡き
ょ
うに
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
鋳
型
は
、
多
鈕
細
文
鏡
の
年
代

に
あ
た
り
ま
す
。
し
か
し
、
土
製
鋳
型
で

作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
多
鈕
細
文
鏡
の
文
様

よ
り
線
が
粗
く
、
従
来
の
分
類
に
は
当
て

は
ま
り
ま
せ
ん
。

　

曲
線
と
直
線
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
材
を
国

内
に
持
ち
込
み
、
朝
鮮
半
島
で
作
ら
れ
た

多
鈕
細
文
鏡
を
模
し
て
、
国
内
で
独
自
に

製
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

奴
国
の
先
進
性

　
多
鈕
鏡
の
鋳
型
が
出
土
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
全
て
朝
鮮
半
島
で
造
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
た
多
鈕
鏡
が
、
国
産
の
も

の
も
含
ま
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
弥
生
時
代
後
期
初
頭（
１
世

紀
）
と
さ
れ
て
い
た
鏡
の
鋳
造
開
始
時

期
は
、
弥
生
時
代
中
期
前
半（
紀
元
前

２
０
０
年
頃
）ま
で
、
２
０
０
年
ほ
ど
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

前
回
発
掘
さ
れ
た
青
銅
器
鋳
型
な
ど
も

併
せ
て
考
え
る
と
、
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡

に
は
国
内
最
先
端
の
高
度
な
技
術
と
生
産

拠
点
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
周
辺
の
遺

跡
群
と
併
せ
、
奴
国
の
強
大
な
権
力
や
繁

栄
を
支
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

国
内
最
古  

多
鈕
鏡
の
石
製
鋳
型

　
　「
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
」か
ら
出
土

　

須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
の
５
次
調
査
で
、
国
内
初
と
な
る
多た
ち
ゅ
う
き
ょ
う

鈕
鏡
の
石
製

鋳い
が
た型
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
鏡
の
鋳
型
と
し
て
は
国
内
最
古
の

も
の
で
、
国
内
の
鏡
の
鋳ち
ゅ
う
ぞ
う造の
歴
史
を
２
０
０
年
ほ
ど
繰
り
上
げ
る
こ
の

発
見
は
、
弥
生
時
代
の
歴
史
の
解
明
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う
で
す
。

　須玖タカウタ遺跡出土の多鈕鏡の石製
鋳型（上）。小さな破片だが、鈕や複数の
直線と曲線を組み合わせた文様など、多
鈕鏡の特徴が確認できる。肉眼鑑定で、
石材は朝鮮半島の滑石と判定。長さ5.1㎝、
幅2.5㎝、厚さ2.3㎝、重さ39g。
　小

おごおりわか や ま

郡若山遺跡（小郡市）出土の多鈕細文
鏡を参考に鋳型の位置を図示（下）。

　市中央部に位置する春日丘陵には、弥生時代の遺跡が
密集する。特に、丘陵北部には青銅器やガラス工房など
の遺跡が集中し、弥生時代のテクノポリスとも称される。
須玖タカウタ遺跡は、「奴国」の中心部と考えられる「須玖
岡本遺跡」の約200m西に位置する。



全国の類似団体（※1）と比較・分析した結果を報告します

問い合わせ先　財政課財政担当
☎（584）1111　F（584）1145

　平成25年度の普通会計（※2）決算の全国集計結果が、国から公表されました。
　春日市の財政状況を全国の類似団体と比較すると、おおむね平均よりも健全な状況にあります。
　特に、人口1000人当たりの職員数は全国の市町村の中で最も少なく、人件費や物件費などは類似
団体の中で最も低く抑えられています。
　しかし、財政力指数は決して高いとは言えず、財源に余裕があるとは言えません。
　ここでは、春日市の財政状況について、全国の類似団体と比較・分析した結果を、各項目ごとに報
告します。

平成24年度（Ａ） 平成25年度（Ｂ） 増減（Ｂ－Ａ）

人　　　　口 11万1045人 11万1663人 ＋618人

面　　　　積 14.15㎢ 14.15㎢ 増減なし

歳　入　総　額 303億4028万9000円 312億8146万8000円 ＋9億4117万9000円

歳　出　総　額 288億7693万8000円 301億4463万1000円 ＋12億6769万3000円

実質収支 （※3） 9億771万8000円 8億9003万円 ▲1768万8000円

■春日市の基本情報 ※人口と面積は、年度末のものです。

※グラフ中の最大最小値は、類似団体内の最大最小値を表しています。

財
政
力
指
数　
０
・
70

　
春
日
市
に
は「
住
宅
都
市
で
大
き
な

企
業
が
な
い
」、「
市
域
が
狭
い
」と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
税
収

に
お
け
る
個
人
市
民
税
の
割
合
が
高

く
、
固
定
資
産
税
の
収
入
が
少
な
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
類
似
団
体

と
の
比
較
で
、
財
政
力
指
数
が
低
く
な

る
原
因
で
す
。

　

固
定
資
産
税
や
た
ば
こ
税
の
増
収

で
、
25
年
度
単
年
度
の
財
政
力
指
数
は

や
や
改
善
し
ま
し
た
が
、
３
カ
年
度
の

平
均
で
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
源
の
余
裕
の
度
合
い

■財政力指数の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
６位／８団体 0.49 0.50

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2 類似団体（平均）
0.91 0.87

0.76 0.74
0.76 0.73 0.71 0.70

22H21 23 24 25

良

悪

最大0.99

最小0.42
春日市

0.70

0.74

※財政力指数とは、基準財政収入額（地方公共団
体が標準的に収入できると考えられる額）を、
基準財政需要額（平均的な水準で行政を行う場
合に要する経費）で割って得た数値の３年間の
平均値です。１に近い（あるいは１を超える）ほ
ど財源に余裕があるといえます。

財

※▲はマイナスを表します。
※1　人口および産業構造などで全国の市区町村を35のグループに分類したとき、春日市と同じグループの市（人口が10万
人以上15万人未満で、産業構造が、第2次産業・第3次産業95％以上かつ第３次産業65％以上の市）のことです。県内で
は飯塚市が、県外では東京都青梅市など、春日市を含めて合計8団体が類似団体です。

※2　春日市では一般会計が該当します。
※3　実質収支＝（歳入総額－歳出総額）－翌年度へ繰り越すべき財源。

春日市の財政状況春日市の財政状況春日市の財政状況春日市の財政状況
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経
常
収
支
比
率　
87
・
１
％

　
職
員
給
与
の
削
減
に
伴
う
普
通
交

付
税
の
減
額
が
あ
っ
た
も
の
の
、
景

気
の
復
調
を
受
け
て
地
方
税
な
ど
が

増
え
た
た
め
、
収
入
全
体
は
増
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
上
回
る
社

会
保
障
関
係
経
費
の
伸
び
が
あ
っ
た

た
め
、
前
年
度
か
ら
０・
２
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
ま
し
た
。

　
増
加
し
た
主
な
経
費
は
、
生
活
保

護
費
、障
が
い
者
に
対
す
る
給
付
費
、

介
護
保
険
事
業
費
な
ど
で
す
。

75

80

85

90

95

100

105

類似団体（平均）97.3

91.4 92.1 91.2
93.5

90.8
86.9 86.9

22H21 23 24 25

最大97.2

最小81.7春日市
87.1

89.9

良

悪
（%）

■経常収支比率の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
4位／８団体 90.2 91.3

実
質
公
債
費
比
率　
３・６
％

　
借
金
の
着
実
な
返
済
に
努
め
て

き
た
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は

改
善
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
債
の
残
高
の
増
加

に
伴
い
、
借
金
の
返
済
金
も
大
き

く
な
る
見
込
み
で
す
が
、
実
質
公

債
費
比
率
の
適
正
数
値
の
維
持
に

努
め
ま
す
。

0
3
6
9
12
15
18

類似団体（平均）

春日市12.7
10.7

7.7

5.2

5.4
7.1 6.5 7.2

6.4

3.6

22H21 23 24 25

良

悪

（％）

最大13.7

最小▲0.7

■実質公債費比率の推移

将
来
負
担
比
率　
な
し

　
借
金
の
着
実
な
返
済
と
新
た
な
借
り

入
れ
の
抑
制
に
よ
り
、
市
債
残
高
を
縮

減
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

額
よ
り
も
、
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
収
入
の
方
が
多
い（
実
質
的
に
負

債
が
な
い
）健
全
な
状
態
を
６
年
連
続

で
維
持
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
場
合
、
数
値
は
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
た
め
、
春
日
市
の
数
値
は
、
グ
ラ
フ

に
は
表
れ
ま
せ
ん
。

-20
0

20
40
60
80

100
120

類似団体（平均）

春日市

42.9 32.5

0.0 0.0
22H21 23 24 25

良

悪最大88.4

最小
4.3  

（％）

0.0

■将来負担比率の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
4位／８団体 8.6 10.2

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
1位／８団体 51.0 86.7

　
政
運
営
の
柔
軟
さ

　
金
返
済
の
負
担
の
度
合
い

　
金
な
ど
が

将
来
の
財
政
を
圧
迫
す
る
危
険
性

※経常収支比率とは、経常一般財源などの収入
（市税、地方交付税、臨時財政対策債などの毎
年必ず収入される使い道が自由なお金）を、社
会保障関係経費や借金の返済金などの毎年必
ず支払う経費にどのくらい使っているかを見
る指標です。この比率が低いほど、新しい事
業に充てられる一般財源の余裕が多くなり、
柔軟な財政運営が可能になります。

※実質公債費比率とは、「収入のうち、どれ
くらいを借金の返済に充てているか」を示
す指標です。ここでの借金には、一般会計
以外の会計などで処理している事業（下水
道、上水道、消防、ごみ処理事業など）の
借金のうち、春日市が負担しなければなら
ないものを含んでいます。

※将来負担比率とは、春日市が将来負担しな
ければならない実質的な負債（借金の残高な
ど）が将来財政を圧迫する危険性を示す指標
です。平成23〜25年度は、類似団体平均値
がマイナスとなったため、グラフでは0.0と
表記しています。

財

借

借

4市 報 か す が
平 成 2 7 年 7 月 1 日



　
過
去
か
ら
、
事
業
の
民
間
委
託
や
一
部
事
務

組
合
な
ど
に
よ
る
広
域
行
政
を
推
進
し
て
き
た

成
果
と
し
て
、⑴
人
口
１
人
当
た
り
の
人
件
費・

物
件
費
な
ど
の
額
、
⑵
人
口
１
０
０
０
人
当
た

り
の
職
員
数
は
、
い
ず
れ
も
類
似
団
体
の
中
で

最
も
小
さ
く
、
効
率
的
に
行
政
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
特
に
⑵
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数

は
、
類
似
団
体
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
市
町
村

に
お
い
て
も
最
少
で
す
。

　
政
の
効
率
化
の
度
合
い

■（1）人口1人当たりの人件費・物件費などの額の推移

類似団体内順位 全国平均 福岡県平均
（1） 1位／８団体 11万6288円 10万5047円

（2） 1位／８団体 6.96人 5.81人

60,000
70,000
80,000
90,000
100,000
110,000
120,000
130,000

類似団体（平均）

春日市

105,082 103,693 102,699 101,213 100,044

72,111 70,212 71,018 69,783 67,242

22H21 23 24 25

良

悪
（円）

最大113,473

最小67,242

■（2）人口1000人当たりの職員数の推移

2
3
4
5
6
7
8
9

類似団体（平均）

春日市

6.23 6.11 5.91 5.82 5.84

3.48 3.41 3.32 3.25 3.18

（人）

22H21 23 24 25

良

悪最大8.05

最小3.18

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数　
１
０
０・６

　
平
成
18
年
度
に
、
国
に
準
じ
た
給
与
構
造
改
革

を
実
施
し
て
お
り
、
職
員
年
齢
構
成
な
ど
の
違
い

を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
国
と
同
水
準
で
推
移
し
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月

ま
で
、
国
が
給
与
減
額
措
置
を
実
施
し
た
た
め
、

平
成
23
年
度
・
24
年
度
は
、
市
が
国
の
水
準
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す（
春
日
市
は
平
成
25
年
７

月
〜
平
成
26
年
３
月
に
給
与
減
額
措
置
を
実
施
）。

　
平
成
25
年
度
は
、
再
び
同
じ
水
準
に
戻
り
、
過

去
５
年
間
で
最
も
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
の
給
与
水
準
の
比
較

■ラスパイレス指数の推移

類似団体内順位 全国市平均 福岡県内市平均
5位／８団体 98.6 99.5

93

96
99
102
105
108
111
114 春日市

100.7

100.2

100.8

100.0

107.8

109.4 109.7

107.8

100.6
99.8

22H21 23 24 25

類似団体
（平均）

最大102.8

最小95.1

　総合スポーツセンターなどの公共施設の更新事業の実施で、今後は借金の残高の増加が見込まれま
すが、引き続き可能な限り新規の借り入れを抑制し、また、自主財源の確保、事務事業の一層の見直し、
適正な受益者負担を図ることで、健全な財政運営に努めます。

⑴
人
口
１
人
当
た
り
の
人
件
費・
物
件
費

な
ど
の
額　
　
　
　
６
万
７
２
４
２
円

⑵
人
口
１
０
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
３・18
人

※ラスパイレス指数とは、国家公務員行政職
職員の俸給を基準（100.0）に地方公務員一
般行政職職員の給与水準を示す指数です。
※平成25年度分の基準日は、平成26年4月1
日です。

行

国
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も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
内
閣
府
は
、
夏
休
み
直
前
の
７
月
を「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」と
し
、
子
ど

も
た
ち
の
非
行
や
犯
罪
被
害
を
防
止
す
る
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
作
る
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
被
害

　
近
年
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の
普

及
に
伴
い
、
子
ど
も
が
手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」の
増
加
や
長

時
間
利
用
に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
に
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
は
、
携
帯
電
話
回
線

の
他
に
、
無
線
Ｌラ

ン
Ａ
Ｎ
回
線
や
ア
プ
リ
を
利

用
し
て
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
保
護
者
の
目
の
届

か
な
い
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
性
や
暴

力
、
自
殺
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
有
害

な
情
報
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
、
犯
罪
や
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
警
察
庁
に
よ
る
と
、
ネ
ッ
ト
の
犯
罪
被
害

に
遭
っ
た
約
95
％
の
子
ど
も
が
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
リ
ス
ク（
危
機
）回
避
の
た
め
に
も
、
通
信

事
業
者
が
提
供
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
利
用
し
、

有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
、
安
心
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
う
た
め
に
は
、
保
護
者
が
使
用

状
況
を
確
認
し
、
親
子
で
使
い
方
に
つ
い
て

の
ル
ー
ル
を
話
し
合
っ
て
決
め
る
な
ど
、
危

機
管
理
と
見
守
り
が
大
切
で
す
。

有り
5%（18 人）

無し
95%（356人）

12歳
3%

16 歳
23%

17 歳
23%

15 歳
21%

14 歳
19%

13 歳
10%

～11 歳
1%

薬
物
乱
用

　

青
少
年
に
対
す
る
薬
物
乱
用
の
危
険
は
、

必
ず
し
も
非
行
傾
向
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
だ

け
に
関
わ
っ
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
気
軽
に
薬
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
に
薬
物
乱
用
へ

の
誘
惑
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
痩
せ
ら
れ
る
、

自
信
が
つ
く
、
充
実
感
が
あ
る
、
ス
カ
ッ
と

す
る
、
元
気
が
で
る
と
い
っ
た
誘
い
言
葉
に

乗
せ
ら
れ
た
り
、
友
達
や
先
輩
、
恋
人
な
ど

断
り
に
く
い
身
近
な
人
か
ら
勧
め
ら
れ
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
と
は
知
ら
ず
に
手
を
出
し
た
り

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、
ハ
ー
ブ
、
お
香
、
芳

香
剤
な
ど
用
途
を
偽
装
し
た
り
、
合
法
ド
ラ
ッ

グ
、
合
法
ハ
ー
ブ
な
ど
と
称
し
た
り
し
て
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
原
料
に
何
の
成
分
が
ど
れ
だ
け
入
っ
て
い

る
か
分
か
ら
ず
、
使
用
し
た
際
に
呼
吸
困
難

を
起
こ
し
た
り
、
死
亡
し
た
り
、
第
三
者
に

危
害
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
っ
た
ん
薬
物
に
依
存
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
本
人
の
意
志
や
家
族
の
力
だ
け
で

薬
物
を
断
つ
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　
こ
の
た
め
薬
事
法
で
は
、
指
定
薬
物
の
製

造
、輸
入
、販
売
の
禁
止
に
加
え
、所
持
、使
用
、

購
入
、
譲
り
受
け
も
罰
則
付
き
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
１
回
だ
け
の
使
用
で
も
、

薬
の
正
し
い
使
用
に
当
た
ら
な
い
場
合
は
薬

物
乱
用
に
当
た
り
、
同
時
に
犯
罪
に
も
な
り

ま
す
。

　
薬
物
乱
用
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
日
頃
か

ら
子
ど
も
と
薬
物
乱
用
の
危
険
性
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
薬
物
に「
決

し
て
近
づ
か
な
い
」、「
持
た
な
い
」、「
も
ら

わ
な
い
」、「
買
わ
な

い
」、「
使
わ
な
い
」と

い
う
強
い
意
志
を
育

み
ま
し
ょ
う
。

多発する犯罪被害、非行の実態

薬物乱用を防ぐために

問い合わせ先
社会教育課社会教育担当

☎（575）4121
F（593）7380

■コミュニティサイトに
起因する年齢別の被害
児童の割合

■コミュニティサイトに
起因する犯罪被害者の
フィルタリング加入状
況（全374人）

７
月
は

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」で
す
！

6市 報 か す が
平成27年7月1日



県
内
一
斉
の
立
ち
入
り
調
査

　

有
害
図
書
類
や
た
ば
こ
、
お
酒
な
ど
、
青

少
年
に
有
害
な
物
品
が
適
正
に
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
か
、
コ
ン
ビ
ニ
や
書
店
、
レ
ン
タ
ル

ビ
デ
オ
店
な
ど
を
対
象
に
、
立
ち
入
り
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
に
基

づ
く
も
の
で
、
近
年
は
、
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
携
帯
販

売
会
社
に
対
し
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。

春日警察署少年補導員を紹介します
　各警察署は、地域に密着した青少年非行防止推進のため、意
欲的に活動してもらえる人に「少年補導員」を委嘱しています。
　少年補導員の中には、県公安委員会から委嘱された「少年指
導委員」を兼務している人もいます。

少年補導員の活動内容
①街頭補導
　公園やゲームセンター、コンビニエンスストアなど、市内
のさまざまな場所を定期的に巡回し、子どもを非行や犯罪か
ら守っています。また、小学校の登下校時の安全確保にも努
めています。
②相談業務
　子どもたちや子どもたちを取り巻く問題についての相談
を、電話や面接などで受けています。
③その他の活動
　自転車の無灯火運転を防止するために声掛けなどを行い、
地域全体の安全にも目を配っています。また、小中学校の運
動会などの学校行事にも積極的に参加しています。

中学校区 氏　名 地区名 電話番号 その他
役職

春日中
重
しげまつ

松正
まさかず

万 小倉 ☎(581)7959

千
ち ぢ い わ

々岩清
きよひで

英 弥生 ☎(586)1953

高
たかはし

橋道
み ち お

夫 須玖南 ☎(575)5085

春日東

山
や ま だ

田嘉
よしあき

昭 若葉台東 ☎(571)7189

平
ひらはた

畑　稔
みのる 宝町 ☎(501)5592

平
ひらしま

島哲
て つ じ

二 千歳町 ☎(581)6589

税
さ い た

田直
なおゆき

之 小倉東 ☎(581)7815

五
い そ ず み

十棲たけ彦
ひこ 若葉台西 ☎(584)1545

春日西

本
もとやま

山　好
よしみ 泉 ☎(581)9595

弘
ひろしま

島　平
たいら 下白水北 ☎(591)9275

藤
ふ じ い

井隆
た か お

夫 白水ヶ丘 ☎(501)4779

園
そ の だ

田正
まさきみ

公 上白水 ☎(502)1329

春日南

平
ひ ら の

野健
けんぞう

藏 惣利 ☎(595)0046 指

中
なかしま

島俊
しゅんじ

二 塚原台 ☎(596)5798

井
い は ら

原壽
よしのぶ

宣 白水池 ☎(571)5268

橋
はしもと

本　巖
いわお 松ヶ丘 ☎(596)3656 指

山
やまもと

本國
く に や

八 大土居 ☎(572)6915

春日野

山
やました

下俊
としはる

治 春日原南町 ☎(574)2387

西
にしむら

村　豊
ゆたか 春日 ☎(581)6883

豊
とよます

増道
み ち お

生 春日公園 ☎(574)2926

中
な か の

野正
まさつね

常 平田台 ☎(595)0603 指

田
た じ ま

嶋章
ふみてる

照 春日原北町 ☎(403)1312

春日北

伊
い と う

藤敏
としあき

昭 須玖北 ☎(591)4443

浦
うらつか

塚岩
い わ た

太 岡本 ☎(591)0252

牧
ま き の

野　泉
いずみ 桜ヶ丘 ☎(592)8676

豊
とよむら

村征
まさやす

靖 サン・ビオ ☎(574)2462

子どものことで悩んだら
　市子育て支援センターの家庭児童相談員な
どが、電話や面接、メールでの相談に応じます。
秘密やプライバシーは厳守します。気軽に相談
してください。
相談先　同センター（須玖南2-120すくすくプ
ラザ内）

※月曜から土曜日の午前９時30分から午後６
時（祝日・年末年始を除く）まで開館していま
す。
☎（584）1015
ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

■平成27年度春日市少年補導員の会 会員名簿

春日市での取り組み

筑
紫
地
区
少
年
非
行
防
止
啓
発
事
業

　
筑
紫
地
区
４
市
１
町
や
警
察
は
、
連
携
し

た
少
年
非
行
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
活
動

▽
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
で
万
引
き
防

止
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
伴
う

非
行
、
犯
罪
被

害
防
止
の
た
め
、

小
中
学
校
卒
業

生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
取
り
組
み

　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
市
内
全
中
学

校
で「
薬
物
乱
用
防
止
・
非
行
防
止
啓
発
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
薬
物
に
手
を
染
め
て
し
ま
っ
た
体
験

者
の
話
を
聞
き
、
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
と
自
分
の

身
を
守
る
た
め
の
自
己
決
定
に
つ
い
て
、
生
徒

た
ち
に
考
え
さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※「指」は、少年指導委員（県公安委員会委嘱）です。

市 報 か す が
平成27年7月1日7



非
核
平
和
都
市
宣
言
に
関
す
る
決
議

　

恒
久
の
平
和
と
安
全
は
人
類
共
通

の
念
願
で
あ
り
、
こ
の
至
高
の
目
標

の
達
成
な
く
し
て
、
春
日
市
が
希
求

す
る「
健
康
と
文
化
の
公
園
都
市
」の

実
現
も
ま
た
あ
り
得
な
い
。 

　

私
達
は
、
生
命
の
尊
厳
を
深
く
認

識
し
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
が

完
全
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
全
世
界
の
人
々
に

訴
え
る
と
と
も
に
、
人
類
普
遍
の
大

義
に
向
か
っ
て
不
断
の
努
力
を
続
け

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。 

　

よ
っ
て
、
春
日
市
は
戦
後
40
年
を

迎
え
る
に
際
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を

新
た
に
し
て
、
こ
こ
に「
非
核
平
和
の

都
市
」を
宣
言
す
る
。 

　
以
上
、
決
議
す
る
。 

  

昭
和
60
年
10
月
２
日 　
春
日
市
議
会 

〜平和祈念展を開催

先
の
大
戦
が
終
わ
り
、
今

年
で
70
年
を
迎
え
ま
す
。

今
で
も
世
界
各
地
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
大
小
の
戦
争
が

起
き
、
罪
も
な
い
人
々
が
巻
き

添
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
身
近
な
人
と
戦
争
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　
昭
和
60
年
に
は
、
恒
久
の
平

和
を
願
っ
て
、
市
議
会
は
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
決
議
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
は
、
平
和
を

願
っ
て
今
年
も
平
和
祈
念
展
を

開
催
し
ま
す
。
戦
争
や
戦
時
中

の
生
活
を
伝
え
る
も
の
を
展
示

し
た
り
、
原
爆
被
害
者
に
被
爆

体
験
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
り
す

る
な
ど
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
に
も
、
そ
の
悲
惨
さ
や
平
和

の
尊
さ
を
問
い
か
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
や

友
達
と
一
緒
に
平
和
の
尊
さ
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

平
和
祈
念
展

期
間　
７
月
18
日
㈯
〜
26
日
㈰

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
新
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
大
谷
６
ー
24
）

○
常
設
展
示

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
30
分

内
容　

戦
時
資
料
・
遺
品
・

戦
中
や
終
戦
直
後
の

写
真
パ
ネ
ル
の
展

示
、
戦
争
平
和
に
関

す
る
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
上
映
、
児
童
の

平
和
授
業
感
想
文
の

展
示
、
千
羽
鶴
コ
ー

ナ
ー
な
ど

※
千
羽
鶴
は
、
原
爆
慰
霊
碑

に
捧
げ
る
た
め
長
崎
原
爆

資
料
館
へ
送
り
ま
す
。

○
筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会
に
よ

る
語
り
部（
被
爆
体
験
の
証

言
）な
ど

期
日
・
内
容　
下
表
の
と
お
り

時
間　
午
後
１
時
〜
２
時

○
お
は
な
し
会

日
時　
７
月
20
日
㈪

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

内
容　
主
に
幼
児
か
ら
小
学

校
低
学
年
向
け
の
お

は
な
し
の
読
み
聞
か

せ

開催日 内容 担当者 プロフィール

７月18日㈯
被爆体験の語り部 川

かわばた
畑芳

よし や
也さん 紅葉ヶ丘東在住、広島で24歳のときに被爆。

紙芝居 大
おおつか
塚麻

ま り
理さん 大野城市在住、長崎で母が被爆した被爆2世。

19日㈰ 被爆体験の語り部 平
ひら
　宏
ひろふみ
文さん 大野城市在住、広島で10歳のときに被爆。

20日㈪
被爆体験の語り部 井

いのうえ
上幸

さち こ
子さん 大野城市在住、長崎で16歳のときに被爆。

詩の朗読 長
は せ が わ
谷川充

みつえ
枝さん

太宰府市在住、原爆投下後１週間の間に広島を訪れ6歳のと
きに被爆。

25日㈯
被爆体験の語り部 後

ごとう
藤隆

たか こ
子さん 那珂川町在住、長崎で３歳のときに被爆。

おはなしの読み聞かせ 坂
さかもと
本登

と し こ
志子さん 惣利在住、長崎で母が被爆した被爆2世。

26日㈰
被爆体験の語り部 永

ながま
間　実

みのる
さん 筑紫野市在住、長崎で15歳のときに被爆。

詩の朗読 松
まつたけ
竹　榮

さかえ
さん 須玖北在住、長崎で１歳のときに被爆。

■筑紫原爆被害者の会による語り部などの期日・内容（担当者や内容などは変更する場合あり）

問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

恒久的な平和を願って
恒久的な平和を願って
恒久的な平和を願って恒久的な平和を願って
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同
和
問
題
へ
の
取
り
組
み

７月は
同和問題啓発強調月間です

　県は、毎年７月を「同和問題啓発強調月間」と定め、さまざまな啓発事業を実施し、
県民をあげて差別をなくす取り組みを行っています。この差別の解決は、国と地方
公共団体の責務であると同時に、私たち一人一人の課題です。みんなの人権が守ら
れる明るい社会をつくるために、この機会に今一度しっかり考えましょう。

人
権
パ
ネ
ル
展

識
字：す
べ
て
の
人
に
教
育
を

期
間・時
間・場
所

▽
７
月
１
日
㈬
〜
20
日
㈪（
休
館
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
大
谷

６
ー
24
）

▽
７
月
22
日
㈬
〜
31
日
㈮（
閉
庁
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

市
役
所
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

街
頭
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
を
配
布

期
間　
７
月
１
日
㈬
〜
３
日
㈮

場
所　
西
鉄
春
日
原
駅
、市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

県
主
催
講
演
会（
入
場
無
料
）

同
和
対
策
審
議
会
答
申
50
年
〜
学
び　
つ
な
ぐ
〜

日
時　
７
月
18
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

内
容　
　

▽
第
１
部　
講
演「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
50
年
〜
今
、私
た

ち
に
何
が
問
わ
れ
て
い
る
か
〜
」

講
師　

稲い
な
づ
み積
謙け
ん
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん（
県
人
権
施
策
推
進
懇
話
会
会

長
、元
総
務
庁
地
域
改
善
対
策
協
議
会
委
員
）

▽
第
２
部　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映「
同
和
問
題
〜
過
去
か
ら
の
証
言
、

未
来
へ
の
提
言
〜
」

問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）１
２
７
１　
F（
５
８
４
）１
２
７
３

同
和
問
題
と
は
？

　
同
和
問
題
と
は
、
特
定
の
地
域
の
出
身
で
あ
る

こ
と
や
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
差
別

さ
れ
る
日
本
特
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

同
和
問
題
の
現
状
は
？

　
現
在
で
も
、
結
婚
や
就
職
な
ど
の
際
に
、
本
人

の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
本
人
の
能
力
や
適
性
に

関
係
の
な
い「
生
ま
れ
」を
調
べ
、
第
三
者
が
住
民

票
を
不
正
取
得
す
る「
身
元
調
査
」が
現
実
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
筑
紫
地
区
４
市
１
町
は
、
こ
の
よ

う
な
身
元
調
査
を
重
大
な
人
権
侵
害
と
し
て「
身

元
調
査
お
断
り
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
は
？

①
知
る

同
和
問
題
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
偏

見
や
思
い
込
み
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
考
え
る

正
し
い
知
識
の
も
と
に「
自
分
は
ど
う
す
る
べ

き
か
・
ど
う
あ
る
べ
き
か
」を
考
え
、
自
分
の

中
の「
人
権
意
識
」を
育
み
ま
し
ょ
う
。

③
行
動
す
る

勇
気
を
出
し
て
、
あ
な
た
自
身
が
で
き
る
行
動

を
お
こ
し
ま
し
ょ
う
。

　
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
の
力

が
必
要
で
す
。「
１
人
の
１
０
０
歩
よ
り
１
０
０

人
の
１
歩
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　人権政策課人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

市 報 か す が
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20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て

い
る
一
人
親
家
庭
の
父
母

に
対
し
て
、
就
労
支
援
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
受
給
に
は
、
求
職
者
支
援
制
度
に

お
け
る
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
な
ど

の
同
種
の
給
付
金
を
受
け
て
い
な

い
、
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給

付
の
受
給
資
格
者
で
な
い
な
ど
の
条

件
が
あ
り
、
事
前
に
相
談
が
必
要
で

す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福

祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
の
養
成
機
関
で
２
年

以
上
修
業
す
る
人
が
対
象
で
す
。

○
職
業
訓
練
給
付
金

支
給
期
間（
支
給
は
申
請
し
た

月
か
ら
）

▽
平
成
24
年
度
以
前
修
業
開
始

の
人

３
年
を
上
限
に
全
修
業
期
間

▽
平
成
25
年
度
以
降
修
業
開
始

の
人

２
年
を
上
限
に
全
修
業
期
間

支
給
額（
月
額
）

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯

10
万
円（
平
成
24
年
３
月
31 

日
以
前
の
入
学
者
は
14
万 

１
０
０
０
円
）

▽
市
民
税
課
税
世
帯

７
万
５
０
０
円

○
修
了
支
援
給
付
金

支
給
額

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯

５
万
円

▽
市
民
税
課
税
世
帯

２
万
５
０
０
０
円

◎
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
就
職
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高

い
講
座（
雇
用
保
険
制
度
の
教
育

訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練
講
座

の
う
ち
、
市
の
事
前
指
定
を
受
け

た
講
座
）を
受
講
す
る
人
が
対
象

で
す
。

※
受
講
の
申
し
込
み
を
す
る
前
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額　
講
座
受
講
料（
入
学
金・

授
業
料
）の
２
割
相
当
額

（
上
限
10
万
円
、
２
割
相

当
額
が
４
０
０
０
円
以
下

の
場
合
は
支
給
な
し
）

申
請
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子
児
童

担
当（
市
役
所
２
階
）

一人親の就労支援　ひとり親家庭自立支援給付金
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111　F（584）1115

７
月
１
日
㈬
か
ら
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
が
３
桁
の
番
号「
１い
ち
は
や
く

８
９
」と
な
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
を
な
く
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る

た
め
、
覚
え
や
す
い
３
桁
の
番
号
と
し
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら「
１
８
９
番
」へ
。

１
８
９
番
に
か
け
る
と
、
福
岡
児
童
相
談
所（
県
）に
つ

な
が
り
ま
す
。
連
絡
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、（
☎
０
５
７
０（
０
６
４
）０
０
０ 

）で
も
、
福
岡
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

▽
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

▽
性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ

ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

▽
ネ
グ
レ
ク
ト

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不

潔
に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気

に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

▽
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差

別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴

力
を
ふ
る
う（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
））な
ど

※
出
産
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
な
ど
も
、
福

岡
児
童
相
談
所
や
市
へ
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
担
当

kosodate@
city.kasuga.fukuoka.jp

児童相談所全国共通ダイヤルが３桁「１８９（いちはやく）」に
子育て支援課 子育て支援担当　☎（584）1010　F（584）7739

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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政
府
の
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
は
、

平
成
26
年
12
月
に
再
犯
に
関
す

る
宣
言「
犯
罪
に
戻
ら
な
い
・
戻
さ
な

い
」を
決
定
し
ま
し
た
。
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排
除
・
孤
立
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け
入
れ
る

こ
と（
ＲリＥ
ー
Ｅエ

ン

ト

リ

ー

Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
）が
自
然
に

で
き
る
社
会
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　
一
般
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
犯
罪
の
約
６
割
を

占
め
る
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

過
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち

の「
仕
事
」と「
居
場
所
」を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
今
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調

月
間
で
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
地
域
の
全
て
の
人
が
考
え
、
参
加
す

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
第
65
回「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」推
進
大
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
第
65
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

推
進
大
会

日
時　
７
月
11
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

内
容　

中
学
生
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

小
学
生
作
文
発
表
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
、
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車

抽
選
会

私
た
ち
の
ま
ち
の
保
護
司

　
保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
、
犯
罪
を
犯
し
た
り
非
行
に
走
っ
た

り
し
た
人
が
、
社
会
で
立
派
に
更
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
の「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」、
特
に
青
少
年
の
非
行
防

止
と
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
更
生
に
関
す
る
こ
と
は
、
遠
慮
な
く

近
く
の
保

護
司
に
相

談
し
て
く

だ
さ
い
。

７月は社会を明るくする運動強調月間です
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

氏　名 地　区 電　話

井
いのうえ

上芙
ふ き こ

貴子 岡本 ☎（581）6553

白
しろうず

水繁
しげのり

則 春日 ☎（591）5666

笹
ささぶち

渕善
よしゆき

之 白水ヶ丘 ☎（592）8133

勝
か つ の

野幸
ゆきまさ

正 上白水 ☎（591）7987

武
たけすえ

末政
まさとし

利 桜ヶ丘 ☎（582）3802

藤
ふ じ い

井　卓
たかし 天神山 ☎（571）5673

片
か た の

野明
あ き こ

子 松ヶ丘 ☎（596）6326

大
お お つ

津　敦
あつし 紅葉ヶ丘東 ☎（501）2862

内
ないとう

藤　徹
とおる 松ヶ丘 ☎（595）0514

岩
いわもと

元忍
のぶただ

忠 白水ヶ丘 ☎（575）1370

金
かなどう

堂雅
まさふみ

文 上白水 ☎（582）5650

柴
し ば た

田俊
しゅんたろう

太郎 下白水北 ☎（591）0561

米
よ ね だ

田勝
かつまさ

正 塚原台 ☎（595）0280

原
はら

　幸
ゆ き お

雄 日の出町 ☎（591）6354

古
こ が

賀俊
としみつ

光 松ヶ丘 ☎（596）5870

金
かなどう

堂　実
みのる 大和町 ☎（582）6833

白
しらやま

山義
よしあき

章 下白水南 ☎（593）1111

竹
たけなか

中　力
ちから ちくし台 ☎（501）2832

松
まつもと

本孝
たかあき

明 下白水北 ☎（575）1413

長
な が の

野義
よ し お

雄 須玖北 ☎（581）5289

段
だん

　裕
ひろあき

明 日の出町 ☎（573）1925

森
もり

　二
ふ み お

三夫 宝町 ☎（581）3630

松
ま つ お

尾秀
ひでのり

則 須玖南 ☎（573）5751

■保護司名簿　※敬称略　平成27年5月1日現在

市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

子
ど
も
の
身
体
面
や
知
的
面
、
情

緒
面
で
就
学
に
不
安
の
あ
る
保
護

者
を
対
象
に
、
相
談
会
を
行
い
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

日
程　
７
月
13
日
㈪
・
16
日
㈭
・

21
日
㈫
・
23
日
㈭
・
28
日

㈫
・
30
日
㈭
、
８
月
３
日

㈪
・
６
日
㈭
・
７
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
相
談
時
間
は
30
分
か
ら
１
時
間

程
度
で
す
。

場
所　

４
０
２
会
議
室（
市
役
所

４
階
）

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

予
約
電
話

☎（
５
８
４
）１
１
２
９

特別支援教育　小学校入学のための就学相談会
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

△ 更 生 保 護のマス
コットキャラクター

「更生ペンギンの
ホゴちゃん」
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現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証（
水
色
）の
有
効
期
限
は
、

平
成
27
年
７
月
31
日
で
す
。

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

被
保
険
者
証（
柿
色
）を
７
月
下
旬
に
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。有
効
期
限
は
、

平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
で

す
。

　
不
在
な
ど
で
受
け
取
り
が
で
き
な
い

人
は
、
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
送
付
先
変
更
届
を
提
出
し
て
い

る
人
は
、
連
絡
不
要
で
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
受
診
す
る
と
き

は
、
新
し
い
被
保
険
者
証（
柿
色
）を
医

療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者

証（
柿
色
）が
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
の
確
認

を
　
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
か
３
割
で

す
。
毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、

８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の

自
己
負
担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
自
己
負
担
割
合
が
３
割
の
人
も
、
窓

口
へ
の
申
請
で
１
割
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
被
保
険
者
証

に
同
封
し
て
い
る
文
書
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
に
つ
い
て

　
保
険
料
は
、
平
成
26
年
中
の
所
得
金

額
と
世
帯
の
状
況
を
元
に
算
定
し
決
定

し
ま
す（
下
図
参
照
）。

　
７
月
中
旬
以
降
に
、
平
成
27
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で
も
加

入
者
一
人
一
人
に
掛
か
り
、
同
じ
基
準

で
算
定
さ
れ
、
世
帯
の
所
得
な
ど
に
応

じ
た
軽
減
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
災
害
や
失
業
な
ど
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
が

減
免
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
の
変
更

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
方

法
が
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
）の
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
７
月
31
日
ま
で
に
申
請
す
る
と
、

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
の
差
し
引
き

を
中
止
し
、
口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い

へ
変
更
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
保
険
料
の
滞

納
が
あ
る
場
合
は
、
口
座
振
替
に
変
更

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
所
得

税
と
住
民
税
の
申
告
の
際
に
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
特

別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
し
た

場
合
、
社
会
保
険
料
控
除
は
口
座
振

替
で
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す

の
で
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
と
住
民

税
の
負
担
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

後期高齢者医療被保険者証を送付
国保年金課 医療担当　☎（584）1111　F（584）1141

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証が８月に更新になります
　現在使用中の同認定証の有効期限は、7月31日で
す。
　同認定証を持ち、平成27年度の市町村民税が非
課税世帯の人には、被保険者証とは別に、7月下旬
に新しい同認定証を送付します。
　この認定証は、医療機関の窓口で支払う自己負担
額や、入院時の食費・居住費の負担額を軽減するこ
とができます。

　持っていない人で交付を希望する場合は、申請し
てください。
申請に必要なもの　印鑑、被保険者証
※収入額などを証明するもの（非課税証明書など）や

入院期間が確認できるものが必要になる場合があ
ります。
問い合わせ先　国保年金課医療担当

☎（584）1111　F（584）1141

■個人ごとの保険料の計算方法（平成26・27年度）

保険料（年額）
均等割額と所得割額
の合計（最高限度額
57万 円、10円 未 満
切り捨て）

所得割額
（所得に応じて負担）

（ 総 所 得 金 額 等 ー33万
円）×所得割率（11.47%）
※被保険者の所得に応じ

て軽減措置があります。

均等割額
（被保険者全員が均等に負担）

5万6584円
※世帯の所得に応じて軽

減措置があります。

＝ ＋

■医療費の負担の仕組み
　後期高齢者の医療給付費は、約5割を公費（税金）で、約4割を後期高齢者支援金

（現役世代の保険料）で負担し、残りの約1割を被保険者の保険料で負担していま
す。

△8月1日から使用
できる新しい被
保険者証（柿色）
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中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国
が
行
う

試
験
で
す
。

　
合
格
し
た
人
に
は
高
等
学
校
へ
の
入
学
資

格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
か
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
だ
っ
た
人
で
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま
た

は
免
除
を
受
け
ず
、
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
満
15
歳
に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年

度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
で
き

な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
や

む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
人

③
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
16
歳
以
上

に
な
る
人（
①
、
④
の
人
を
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
が
な
く
、
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人

試
験
日　
10
月
28
日
㈬

試
験
科
目　

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語（
英
語
）

受
付
期
間　
８
月
24
日
㈪
〜
９
月
11
日
㈮

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
義

務
教
育
課
学
事
係

☎（
６
４
３
）３
９
０
９

F（
６
４
３
）３
９
１
２

平成27年度中学校卒業程度認定試験
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

20
歳
前
か
ら
の
障
が
い
で
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
人
や
、
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
て

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
７
月
が
所
得
状

況
届
の
提
出
月
で
す
。
所
得
状
況
届
は
、
年
金
を
引
き

続
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
の
大
切
な
届
け
出
で
す
。

　
年
金
事
務
所
か
ら
、
自
宅
に
届
け
出
用
紙
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
診
断
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
医
師
に

診
断
書
の
作
成
を
依
頼
し
、
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
期
限　
７
月
31
日
㈮

提
出
先　
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

も
し
も
の
と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」

　
障
害
基
礎
年
金
と
は
、
国
民
年
金
加
入
中
や
、
20
歳

に
な
る
前
に
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

初
診
日
の
要
件　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

▽
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る

▽
以
前
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
で
、
日
本
に
住
所
が

あ
り
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期
間
に
初
診
日
が
あ

る
▽
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

保
険
料
の
納
付
要
件　
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間（
免
除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間

を
含
む
）が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と

※
初
診
日
が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険

料
の
滞
納
が
な
け
れ
ば
、
３
分
の
２
以
上
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
20
歳

前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、
納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
本
人
の
所
得
に
よ
っ
て
年
金
の
支
給
額
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

障
が
い
の
状
態
の
要
件　
障
が
い
認
定
日
か
障
が
い
認

定
日
以
降
65
歳
に
な
る
ま
で
に
、
政
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
の

障
が
い
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と（
身
体
障

害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
る
）

※
障
害
認
定
日
と
は
、
障
害
等
級
を
判
定
す
る
基
準
日

の
こ
と
で
、
初
診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し
た

日
、
ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
を

指
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額（
年
間
）

▽
１
級　
97
万
５
１
０
０
円

▽
２
級　
78
万
１
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
、
ま
た
は
20

歳
未
満
で
１
級
か
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子

が
い
る
場
合
は
、
次
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

子
の
加
算
額（
年
間
）

▽
１
人
目
・
２
人
目

１
人
当
た
り
22
万
４
５
０
０
円

▽
３
人
目
以
降

１
人
当
た
り
７
万
４
８
０
０
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
南
福
岡
年
金
事
務
所

☎（
５
５
２
）６
１
１
２

F（
５
４
１
）７
６
４
９

７月は障害基礎年金所得状況届（現況届）の提出月です
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141
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市
は
、
高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
乗
っ
た
り
、
支
援
し

た
り
す
る
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
２
カ
所
設
置
し
、
保
健

師
や
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
を
も

つ
職
員
が
電
話
相
談
や
訪
問
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

を
配
置
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援
や
相
談
、
医
療
機
関
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
支
援
機
関

を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
・
業
務

▽
高
齢
者
の
身
体
状
態
や
家
族
環
境

な
ど
、
そ
の
人
に
応
じ
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
総
合
相
談

▽
認
知
症
な
ど
に
係
る
金
銭
管
理
な

ど
の
相
談
や
支
援（
権
利
擁
護
）

▽
高
齢
者
虐
待
の
相
談（
通
報
）な
ど

▽
要
支
援
認
定
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
な
ど

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
、
支

援
な
ど

　
本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
や
、
地

域
の
人
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
相
談
す
る
際
に
は
、
担
当
地
区

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地域包括支援センターを知っていますか
高齢課 高齢者支援担当　☎（584）1111　F（584）3090

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
申
請
を
す
る
と
市
国
民
健
康

保
険
は
り
・
き
ゅ
う
受
療
証
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

有
効
期
限
は
原
則
毎
年
６
月
末
日
で
す

が
、
75
歳
に
な
る
人
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で
で
す
。

　
市
が
指
定
し
た
は
り
き
ゅ
う
施
術
所
で
受

け
た
次
の
施
術
は
、
協
定
に
基
づ
き
本
人
負

担
額
が
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

助
成
対
象　
１
つ
の
疾
病
に
限
り
、
１
日
１

回
ま
で
、
１
カ
月
に
10
回
ま
で
の
施

術

本
人
負
担
額

▽
１
術（「
は
り
」ま
た
は「
き
ゅ
う
」）

６
４
０
円

▽
２
術（「
は
り
」お
よ
び「
き
ゅ
う
」）

７
６
０
円

※
受
療
の
際
は
、
受
療
証
と
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
協
定
に
基
づ
く
助
成
対
象
と
な
る
施
術
以

外
の
施
術
は
、
別
料
金
に
な
り
ま
す
。
受

療
の
際
は
、
施
術
の
内
容
や
料
金
を
施
術

所
に
確
認
し
受
療
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
に
も
同
様
の
制
度（
有
効
期

限
は
毎
年
３
月
末
日
）が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証（
後
期
高
齢
者
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）、
印
鑑

はり・きゅう費を助成します
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

地域包括支援センター名 所在地・連絡先 担当地区

市北地域包括支援センター
桜ヶ丘4-23 徳洲会病院前

☎（589）6227
F（589）6228

大谷、岡本、小倉、小倉東、桜ヶ丘、サン・ビオ、須玖北、須玖南、宝
町、ちくし台、千歳町、昇町、光町、日の出町、弥生、大和町、若葉台
西、若葉台東

市南地域包括支援センター
塚原台3-129 かすがの郷内

☎（595）8188
F（595）6069

泉、大土居、春日、春日公園、春日原、春日原南、上白水、下白水
北、下白水南、白水池、白水ヶ丘、惣利、塚原台、天神山、平田台、
松ヶ丘、紅葉ヶ丘

■春日市地域包括支援センター

重
度
障
害
者
医
療
の
受

給
資
格
の
更
新
を
行

い
ま
す
。
現
在
の
受
給
者
に

は
、
申
請
書
類
を
郵
送
し
ま

す
。
７
月
３
日
を
過
ぎ
て
も

届
か
な
い
場
合
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
が
な
い
場
合

は
、
９
月
30
日
で
受
給
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
７
月
３
日
㈮
〜

31
日
㈮

※
新
た
に
重
度
障
害
者
医
療

の
申
請
を
す
る
場
合
な
ど

は
、
随
時
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
先　
国
保
年
金
課
医
療

担
当（
市
役
所
１
階
）

７月31日までに更新を　重度障害者医療受給資格
国保年金課 医療担当　☎（584）1111　F（584）1141
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今
夏
の
電
力
需
給
は
、
電
力
の
安
定
供
給

に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
の
予
備
率

３
％
を
何
と
か
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す
。
こ

れ
は
、
す
で
に
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
節
電

効
果
を
含
む
電
力
需
給
に
対
し
、
他
電
力
各
社

か
ら
の
応
援
な
ど
で
達
成
で
き
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
今
年
の
夏
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
数
値
目
標
を
伴
う
節
電
は
求
め
ら
れ
て

は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
域
経
済
の
活
力
を

維
持
し
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
を
効
率
的

に
使
う
た
め
に
も
、
現
在
定
着
し
て
い
る
節
電

を
、さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

期
間　

７
月
１
日
㈬
〜
９
月
30
日
㈬
の
平
日

（
８
月
13
日
㈭
、
14
日
㈮
を
除
く
）

時
間
帯　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▽
九
州
電
力
節
電
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い

http://w
w

w
.kyuden.co.jp/

saving-energy_sum
m

er2015.
htm

l

▽
福
岡
県
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
サ
イ
ト

　
県
は「
福
岡
県
に
お
け
る
夏
季
の
節
電
へ

の
取
組
み
〜
無
理
の
な
い
節
電
の
確
実
な
実

施
に
向
け
て
〜（
平
成
27
年
度
夏
季
）」を
公

表
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
見
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp/

contents/setsuden7.htm
l

節電にご協力を
環境課 環境計画担当　☎（584）1111　F（584）1147

ごみの収集業者の社名などが変わります
　市内のごみの収集運搬を行っている㈲春日総業
は、平成27年7月1日付けで社名と住所を変更しま
す。電話番号に変わりはありません。
　ごみの収集を依頼する際は、注意してください。

新社名　㈲春
か す が

日環
かんせい

清
新住所　大土居2ｰ123
予約・問い合わせ先　㈲春日環清
☎（592）3444（代表） ☎（592）3455（粗大ごみ予約）

◯市民芸能ステージ出演者募集
対象　次のいずれかに該当する人
▷市内に居住、または勤務している人
▷出演演目について市内で活動している人
※出演料はありませんが、出演者会議に必ず出席
してください。

日時　10月18日㈰
場所　県営春日公園（原町3ｰ1ｰ4）
申込方法　8月20日㈭の午後4時までに、所定の
申込書を提出する

◯市民売店出店者募集
対象　次の全てに該当する人・団体
▷市内に居住、または活動している
▷団体の代表者が満20歳以上（未成年者のみの出
店不可）

▷露天業を職業としていない
▷出店者会議に必ず出席できる
日時　10月17日㈯・18日㈰

午前10時〜午後8時

※1日のみの出店も可能です。
場所　県営春日公園
出店料　
▷1日　7500円
▷2日　1万5000円
定員　10店舗（申込先着順）
申込方法　所定の申込書を提出する
※市民芸能ステージ・市民売店出店申込書は、市商
工会、地域づくり課（市役所4階）、ふれあい文化セン
ター、いきいきプラザ窓口にあります。また、ウェ
ブサイトからも入手できます。

申込・問い合わせ先　市民祭り振興会（伯玄町２ー 24
春日市商工会館２
階）
☎（５８１）１４０７
F（５７５）０７０２
http://www.
andonmatsuri.
com/

 第39回

△昨年の市民芸能ステージ

出演者・出店者募集
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市
は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
司
会
進
行
や
審

査
会
の
事
務
、
介
護
保
険
の
申
請
受
付
業

務
、
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
業
務
な
ど
を
行
う
介
護
認

定
審
査
会
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
パ
ソ

コ
ン（
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
）の
操
作
が
で
き
る

人

▽
介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

▽
官
公
庁
で
介
護
保
険
に
関
す
る
行
政
事
務
経
験

が
あ
る
人

任
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

勤
務
日
数　
週
５
日（
月
〜
金
曜
日
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
11
時
の
う
ち

７
時
間
30
分（
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、

途
中
45
分
の
休
憩
あ
り
）

※
週
４
回
程
度
、
午
後
７
時
か
ら
９
時
頃
ま
で
開

催
さ
れ
る
審
査
会
に
出
席
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

勤
務
場
所　
高
齢
課（
市
役
所
１
階
）

報
酬　
月
額
17
万
６
３
０
０
円（
有
給
休
暇
・
社

会
保
険
あ
り
、
賞
与・交
通
費
支
給
な
し
）

募
集
人
員　
１
人

選
考
方
法　
１
次
：
書
類
審
査
、２
次
：
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

応
募
方
法　
７
月
21
日
㈫（
必
着
）ま
で
に
、
履
歴

書
を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

応
募
先　

高
齢
課
介
護
保
険
担
当（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

介護認定審査会事務員（嘱託）募集
高齢課 介護保険担当　☎（584）1111　F（584）3090

市
は
、
毎
年
、
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
を
通

し
て
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
向
上
を

目
的
と
し
た
、
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
環
境
フ
ェ
ア
を
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
個
人
や
団
体
な
ど
の
出
展

を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時　
10
月
18
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
２
時（
予

定
）

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
と

そ
の
周
辺

応
募
方
法　

７
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

関
係
書
類
を
提
出
す
る

応
募
先　
環
境
課
環
境
計
画
担
当

kankyo@
city.kasuga.fuku 

oka.jp

環境フェア出展団体などを募集します
環境課 環境計画担当　☎（584）1111　F（584）1147

平成28年春日市成人式実行委員を募集します
　成人式の企画・準備・運営に携わる実行委員を募
集します。一生に一度の成人式です。自由なアイデアで、
思い出に残る式を一緒に作ってみませんか。詳しくは問
い合わせてください。
◯成人式実行委員募集
対象　新成人か20歳前後の人（高校生可）
活動内容　記念冊子の原稿作成、アトラクションの

企画・準備、式典の運営他（月１〜２回程度の
話し合いあり）

申込方法　電話、ファックス、Ｅメールのいずれかで
氏名、年齢、電話番号、メールアドレスを伝え
る

※申込期限はありません。随時募集しています。

申込・問い合わせ先　
社会教育課社会教
育担当
☎（５７５）４１２１
F（５９３）７３８０

syakai@ci ty .
kasuga.fukuoka.jp
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

◯平成28年春日市成人式（予定）
日時　平成28年１月11日㈪（成人の日）

午前10時〜正午
場所　ふれあい文化センター新館スプリングホール

（大谷６ー 24）

△成人式実行委員集合写真
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イ
ベ
ン
ト

市
民
図
書
館

夜
ば
な
し
の
会（
夏
）

　
暑
い
夏
の
夜
に
、
怖
い
話
を
聞
い
て

涼
し
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

小
学
生
く
ら
い
か
ら
参
加
で
き
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不

要
で
す
。

日
時　
７
月
25
日
㈯

午
後
７
時
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
集
会
室
Ｂ（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

図
書
館
の
裏
側
を
見
よ
う

図
書
館
探
検
隊

　
小
学
生
を
対
象
に
、
図
書
館
探
検
隊

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
図
書
館

の
舞
台
裏
の
見
学
や
、
本
の
貸
出
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
３
年
生

〜
６
年
生

日
程　
７
月
23
日
㈭
・
28
日
㈫
・
31
日

㈮
、
８
月
６
日
㈭
・
18
日
㈫

※
参
加
で
き
る
の
は
１
日
の
み
で
す
。

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

定
員　
各
５
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈬
以
降
に
、
申

込
用
紙（
市
民
図
書
館
児
童
カ

ウ
ン
タ
ー
で
配
布
）を
提
出
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
０

健　

康

高
齢
者
の
無
料
歯
科
健
診

よ
い
歯
の
表
彰

　
筑
紫
歯
科
医
師
会
加
入
の
歯
科
医
院

は
、
80
歳
ま
で
20
本
以
上
自
分
の
歯
を

残
す
８
０
２
０
運
動
の
一
環
と
し
て
、

80
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
歯
科
健
診

を
行
い
ま
す
。

　
健
診
の
結
果
、
20
本
以
上
歯
が
残
っ

て
い
る
人
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

　
ま
た
、
口
の
健
康
状
態
が
優
良
な
上

位
２
人（
筑
紫
地
区
）を
、「
高
齢
者
よ

い
歯
の
表
彰
」の
候
補
者
と
し
て
、
福

岡
県
歯
科
医
師
会
へ
推
薦
し
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
筑
紫
野

市
、
太
宰
府
市
、
那
珂
川
町
の

い
ず
れ
か
に
居
住
し
、
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
、
80
歳
以
上

の
人

期
間　
７
月
６
日
㈪
〜
17
日
㈮（
各
歯

科
医
院
の
診
療
時
間
内
）

場
所　
筑
紫
歯
科
医
師
会
加
入
の
歯
科

医
院

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
歯
科
医

師
会

☎（
５
７
２
）８
２
１
１

F（
５
７
２
）６
２
４
２

福　

祉

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
、
慰
霊
巡
拝
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象　

巡
拝
地
域
に
お
け
る
戦
没
者

の
配
偶
者（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）、父
、母
、子
、兄
弟
姉
妹
、

孫
、お
い
、め
い
、参
加
す
る
子・

兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
で
、
実
施

時
期
に
原
則
80
歳
以
下
の
人

場
所
・
期
間（
予
定
）・
定
員

▽
硫
黄
島（
第
１
次
）

11
月
10
日
㈫
〜
11
日
㈬（
２
日
間
）

１
０
０
人

※
当
初
の
第
１
次
日
程
で
あ
る
６
月
30

日
㈫
〜
７
月
１
日
㈬
の
巡
拝
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

▽
北
ボ
ル
ネ
オ

12
月
３
日
㈭
〜
10
日
㈭（
８
日
間
）

15
人

※
予
定
時
期
、
期
間
、
定
員
は
、
今
後

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
７
月
６
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
申
し
込
む

※
後
日
書
類
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
福
祉
計
画

課
地
域
福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

市
献
血
推
進
協
議
会

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
ご
協
力
を

　
治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
全
て
献
血

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
血
液
は
長
期

間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
や
体
重
な
ど
、
献
血
に

は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
７
月
８
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

春
日
野
小
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル（
春

日
公
園
４
ー
１
ー
１
）

▽
８
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
東
小
学
校
体
育
館（
若
葉
台
東

１
ー
51
）

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111

▽
７
月
16
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

天
神
山
小
学
校
体
育
館（
天
神
山

６
ー
39
）

▽
16
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

春
日
南
小
学
校
体
育
館（
春
日
８
ー

１
０
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　
献
血
カ
ー
ド（
手

帳
）　

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運

転
免
許
証
な
ど
）が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
２

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

一人
親
家
庭
の
た
め
の
就
業
支
援
事
業

　
一
人
親
家
庭
の
母
や
父
、
寡
婦
を
対

象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就

業
を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
支
援
を
希
望
す
る
人
は
面
談
を
行
い

ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
る
か
直
接
来

所
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
月
〜
金
曜
日（
年
末
年
始
、
祝
日
を

除
く
）　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
日
曜
日　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３
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貸
し
ブ
ー
ス

　
ぶ
ど
う
の
庭
に
は
、
机
２
卓
、
椅
子

２
脚
、
貸
ロ
ッ
カ
ー
１
個
付
き
の
貸
ス

ペ
ー
ス（
有
料
）が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
器（
通
話
料
は
別

料
金
）の
接
続
が
可
能
で
、
小
さ
い
事

務
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
同
じ
部
屋
に
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス（
無

料
）が
あ
り
、
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
も

使
え
ま
す
。
事
務
所
受
け
付
け
に
は
常

設
し
て
い
る
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機
や
印
刷

機
も
あ
り
、
安
価
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
市
民
活
動
の
拠
点
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
団
体
の
紹
介

　

当
セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
多
く
の
グ

ル
ー
プ
が
部
屋
を
借
り
て
、
手
芸
や
踊

り
、
健
康
ヨ
ガ
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
生

ご
み
か
ら
土
づ
く
り
野
菜
作
り
、
未
就

園
児
の
親
子
サ
ロ
ン
、
思
春
期
ま
で
の

子
を
持
つ
母
親
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

塾
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
な
」と

一
人
で
考
え
て
い
る
人
は
、
ま
ず
は
ぶ

ど
う
の
庭
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
市
内
の
他
の
施
設
で
活
動
し
て
い

る
団
体
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ぶ
ど
う
の
庭

春
日
市
須
玖
北
５
ー
１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

調
剤
薬
局
事
務（
夜
間
）講
習
会

　
一
人
親
家
庭
の
就
労
、
自
立
促
進
の

た
め
、「
調
剤
報
酬
請
求
事
務
技
能
認

定
」修
了
試
験
合
格
を
目
指
す
講
習
会

を
行
い
ま
す
。

　

医
療
保
険
制
度
の
仕
組
み
を
理
解

し
、
調
剤
報
酬
に
関
す
る
専
門
知
識
や

調
剤
報
酬
点
数
の
算
定
方
法
な
ど
を
段

階
的
に
学
習
し
ま
す
。
接
遇
マ
ナ
ー
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
身
に
付
け
ま

す
。

　
託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児（
要
予

約
））も
あ
り
ま
す
。

※
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た
は

寡
婦
で
、
就
職
や
転
職
を
希
望

し
て
い
る
人

期
間　
８
月
25
日
㈫
〜
９
月
18
日
㈮
の

火・金
曜
日（
８
日
間
、20
時
間
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
学
習

室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

受
講
料　
５
０
０
０
円（
申
請
料
・
テ

キ
ス
ト
代
）

定
員　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
書
類

選
考
、
少
数
の
場
合
中
止
の
可

能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
８
月
５
日
㈬（
必
着
）ま
で

に
、
申
込
書
を
郵
便
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
市
こ
ど
も
未
来
課（
市
役

所
２
階
）、
県
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
社
会
福
祉
課
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://fukuoka-kenboren.
jp/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）

☎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
勉
強
会

参
加
者
募
集

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛
門
、
人
工

ぼ
う
こ
う
を
つ
け
て
い
る
人
）や
、
そ

の
家
族
な
ど
を
対
象
に
し
た
勉
強
会
で

す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、

医
療
関
係
者
、
介
護
職
、
そ
の

他
希
望
者

日
時　
７
月
26
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
研

修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
そ
ろ
そ
ろ
装
具
の
交
換
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
！
家
族
の
介
助

も
難
し
く
な
り
、
さ
り
と
て
施

設
に
は
行
き
た
く
な
い
！
皆
で

考
え
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

▽
公
益
社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
福
岡
県
支
部
事
務
局

☎（
５
７
２
）７
７
８
８（
F
兼
用
）

▽
同
会
筑
紫
分
会　
西に

し
は
ら原

☎
０
８
０（
５
２
８
３
）８
３
２
５

県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
一
人
親
家
庭
の
子
ど
も
の
養
育
費
な

ど
の
生
活
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

▽
７
月
１
日
㈬
、
８
月
５
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

▽
７
月
８
日
㈬
・
22
日
㈬
、
８
月
12
日

㈬
・
26
日
㈬

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
６

階
）

定
員　
１
日
４
人（
１
人
当
た
り
約
30

分
）

申
込
方
法　
相
談
日
前
日
ま
で
に
、
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予
約

す
る

※
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://fukuoka-kenb 

oren.jp/legal

）
を
見
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
連
合
会

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

環　

境

参
加
者
募
集

夏
休
み
水
辺
教
室

　
身
近
な
川
で
水
生
生
物
を
採
取
し
、

自
然
の
様
子
を
調
べ
な
が
ら
楽
し
く
自

然
と
触
れ
合
う「
水
辺
教
室
」を
行
い
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
７
月
25
日
㈯（
少
雨
決
行
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　

牛う
し
く
び頸
川
、
春
日
野
小
学
校
多

目
的
ホ
ー
ル（
春
日
公
園
４
ー

１
ー
１
）

定
員　
15
組（
30
人
程
度
、
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
申

込
者
の
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
受
付
後
、
詳
細
な
内
容
を
記
し
た
案

内
を
送
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp
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始
め
よ
う
！
う
ち
エ
コ
生
活

親
子
で
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
国
産
の
ダ
イ
ズ
を
使
い
、
地
産
地
消

を
考
え
、
手
作
り
豆
腐
と
お
か
ら
の
五

平
餅
を
作
り
ま
す
。

　
楽
し
く
参
加
し
て
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ（
食
べ
物
が
運
ば
れ
て
き
た
距
離
）や

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　
３
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者

日
時　
7
月
20
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

1
階
料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー

24
）

参
加
費　
１
人
３
０
０
円
程
度（
材
料

費
）

定
員　
15
組（
30
人
程
度
、
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
希
望
者

全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
後
日
、
持
っ
て
く
る
も
の
な
ど
の
詳

細
を
知
ら
せ
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環
境

計
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

ka
n

kyo
@

city.ka
su

ga
.

fukuoka.jp

夏
休
み
子
ど
も
工
場
見
学
会

リ
サ
イ
ク
ル
工
作
会

　
普
段
見
る
機
会
が
少
な
い
春
日
大
野

城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
工
場
内
を
見

学
し
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
た
燃
え
な
い

ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
作
業
を
し
て
い
る
人
の
話
を
聞
き

ま
す
。

　
工
場
見
学
後
、
工
場
に
持
ち
込
ま
れ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
銅
線
、
金
属
類
な

ど
の
廃
材
を
生
か
し
、
作
品
を
作
り
ま

す（
見
本
作
品
あ
り
）。
決
め
ら
れ
た
題

材
は
な
く
、
自
分
で
工
夫
し
て
、
思
い

思
い
に
作
り
た
い
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
職
員
と
一
緒
に
作
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
に
居
住
す

る
小
学
生

※
作
業
の
都
合
上
、
１
〜
３
年
生
と
４

〜
６
年
生
に
分
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
学
年
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
程

▽
１
〜
３
年
生
コ
ー
ス

７
月
21
日
㈫

▽
４
〜
６
年
生
コ
ー
ス

７
月
23
日
㈭

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午

※
片
付
け
の
た
め
、
時
間
を
延
長
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
同
プ
ラ
ザ
工
場（
見
学
）、
同
プ

ラ
ザ
事
務
棟
２
階
研
修
室（
工

作
会
）

参
加
費　

１
人
５
０
０
円（
税
込
み
、

材
料
代
含
む
）

定
員　
各
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
抽
選
結
果
は
ハ
ガ
キ
で
知
ら
せ
ま

す
。

申
込
方
法　
７
月
10
日
㈮
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ（
当
日
消
印

有
効
）、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
該
当
コ
ー

ス
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、学
年
、

保
護
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
申
し
込
む（
電

話
で
の
申
込
不
可
）

※
１
世
帯
１
枚
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す（
連
名
で
も
、
コ
ー
ス
別
で
当

選
と
落
選
の
場
合
あ
り
）。

※
友
達
同
士
で
の
申
し
込
み
は
、
そ
れ

ぞ
れ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
時
点
で
、
保
護
者
の
了
解

を
得
て
い
る
も
の
と
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
〒
816
ー
０
８
１
１
春
日
公
園

６
ー
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

講
演
講
座

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級

受
験
対
策
講
習
会
参
加
者
募
集

　
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級
検

定
試
験
の
合
格
を
目
指
す
人
に
と
っ

て
、必
要
な
知
識
を
学
ぶ
講
習
会
で
す
。

色
彩
に
興
味
が
あ
る
人
も
学
べ
ま
す
。

期
間　
８
月
25
日
㈫
〜
11
月
17
日
㈫
の

毎
週
火
曜
日（
９
月
22
日
、
11

月
３
日
を
除
く
計
11
回
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）

受
講
料　
２
万
８
０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
を
含
む
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
、
申
込
少

数
の
場
合
中
止
の
可
能
性
あ

り
）

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

※
受
講
料
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
、
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会（
大
野
城
市

商
工
会
館
内
）

☎（
５
８
１
）３
４
１
２

F（
５
８
１
）３
７
０
３

困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）

　【相談日】	毎週月〜金曜日
【時　間】	午前10時〜午後0時15分
	 午後1時〜4時
【場　所】	市消費生活センター
	 （光町1-73）

消費生活 信通

賞金獲得通知に注意！

　聞いたこともない団体から、「毎
月18万円、12カ月で合計216万円
を受け取れます」という「賞金獲得正
式通知」書類が届いた。その書類に
は「賞金を受け取るためには、手数
料として7000円を現金で送り返す
か、クレジットカード支払いの場合
はクレジットカード番号、有効期限
などを記入した書類を送り返してく
ださい」と書かれている。不審だ。
どうしたらよいか。

対処のポイント
　ただでお金がもらえることはあり
ません。このような通知は無視する
ことが大切です。
　万一、現金で支払ってしまうと、
お金を取り戻すことは極めて難しい
ため、支払わないようにしましょう。
　また、業者の実態が分らないのに、
住所や氏名だけでなく、クレジット
カード番号や有効期限を知らせる
と、カード情報をいろいろな契約の
決済に悪用される危険があります。
クレジットカード情報は絶対に知ら
せないようにしましょう。
　



20市 報 か す が
平成27年7月1日

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
子
ど
も
緑
の
教
室

　
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
緑
を
体
感
し
、
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
子
ど
も
緑
の
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
８
月
２
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

内
容　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
日
休
館
）

☎
０
９
４
３（
７
２
）１
１
９
３

F
０
９
４
３（
７
２
）１
５
５
８

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

救
急
員
養
成
講
習
参
加
者
募
集

　
け
が
や
病
気
、
災
害
か
ら
自
分
自
身

を
守
り
、
け
が
人
や
急
病
人
を
正
し
く

救
助
し
、
医
師
や
救
急
隊
員
な
ど
に
引

き
継
ぐ
ま
で
の
救
命
・
応
急
手
当
の
知

識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。

対
象　
満
15
歳
以
上
で
日
本
赤
十
字
救

急
法
基
礎
講
習
修
了
者（
認
定

証
発
効
日
か
ら
３
年
以
内
）

※
日
本
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
認
定

証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
講
習
初
日

が
免
除
に
な
る
の
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

日
程

①
７
月
29
日
㈬
〜
31
日
㈮

②
８
月
５
日
㈬
〜
７
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
７
月

29
日
と
８
月
５
日
の
み
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
）

場
所　

同
社
同
支
部（
福
岡
市
南
区

大お
お
ぐ
す楠
３
ー
１
ー
１
）

参
加
費　
１
７
０
０
円（
教
材
費
、
保

険
料
の
実
費
）

定
員　
30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
実
技

が
で
き
る
服
装（
ズ
ボ
ン
な
ど
）

申
込
期
限

①
７
月
15
日
㈬

②
７
月
20
日
㈪

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ（
当
日
消
印

有
効
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
い
ず
れ
か
で
必
要

事
項
を
記
入
し
申
し
込
む

※
記
入
内
容
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.fukuoka.jrc.

or.jp/

）を
見
る
か
直
接
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
社
同
支
部

事
業
一
課
講
習
担
当（
〒
815
ー

８
５
０
３
福
岡
市
南
区
大
楠

３
ー
１
ー
１
）

☎（
５
２
３
）１
１
７
２

F（
５
２
１
）２
５
５
２

市
食
生
活
改
善
推
進
員
と
作
る

親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　
長
い
夏
休
み
は
、「
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
」の
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
が
乱

れ
や
す
く
な
り
、
朝
食
を
食
べ
な
か
っ

た
り
、
食
事
を
１
人
で
食
べ
た
り
す
る

子
ど
も
が
増
え
が
ち
で
す
。

　
夏
休
み
に
、
親
子
で
食
材
に
触
れ
一

緒
に
料
理
を
作
る
こ
と
で
、
食
生
活
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
７
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

※
両
日
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費

▽
大
人　
３
０
０
円

▽
子
ど
も　
２
０
０
円

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い（
託
児
な
し
）。

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
の
タ
オ
ル

申
込
方
法　

７
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
親
子
の
氏
名
、
子
ど
も
の

学
年
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ひ
だ
ま
り
の
会

介
護
を
考
え
る
介
護
者
の
つ
ど
い

　
介
護
を
考
え
る
家
族
の
会「
ひ
だ
ま

り
の
会
」と
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

在
宅
介
護
者
を
対
象
に
、
介
護
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
７
月
16
日
㈭

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

演
題
・
講
師　

▽「
夫
の
介
護
…
27
年
の
泣
き
笑
い
」

肝き
も
つ
き付
正ま
さ
こ子
さ
ん

▽「
母
の
介
護
を
終
え
て
…
」

川か
わ
の野
眞ま

り

え
理
惠
さ
ん

申
込
方
法　
７
月
14
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

講
習
会
参
加
者
募
集

　
受
講
は
無
料
で
す
。

○
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
研
修

会
　
盲
ろ
う
者（
視
覚
・
聴
覚
・
音
声
、

ま
た
は
言
語
機
能
障
が
い
を
重
複
し

て
持
つ
重
度
の
身
体
障
が
い
者
）の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
移
動
支
援

の
た
め
の
通
訳
移
動
介
助
員
を
養
成

す
る
研
修
会
で
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
受
講
後
、
通
訳
・
介
助
員
と
し
て

県
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣

事
業
に
登
録
し
活
動
が
で
き
る
人

▽
手
話
、
点
訳
、
朗
読
、
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
に
従
事
し
て
い
て
、

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が
受
講

対
象
と
し
て
認
め
た
人

日
程　
７
月
26
日
㈰
、８
月
２
日
㈰・

８
日
㈯
・
23
日
㈰
・
30
日
㈰
、

９
月
５
日
㈯
・
13
日
㈰
・
20

日
㈰
、
10
月
４
日
㈰（
計
９

回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
ー
１
ー
７
）

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

○
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト（
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）養
成
講
座

　
移
動
が
困
難
な
障
が
い
者
の
人
々

に
対
し
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
派
遣
し
、
パ
ソ

コ
ン
を
活
用
し
て
の
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
す
る
講
座
で
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
、
現
在

使
用
し
て
い
る
人

▽
受
講
後
、
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
し
活
動
が
で
き
る

人
日
程　
９
月
２
日
・
９
日
、
16
日
・

30
日
、
10
月
７
日
・
14
日
の

水
曜
日（
計
６
回
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

定
員　
15
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法

人
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協

会

☎（
５
８
４
）６
０
６
７

F（
５
８
４
）６
０
７
０
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開
催
し
ま
す

木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
化
セ
ミ
ナ
ー

　

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的

に
、
木
造
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断
や

耐
震
補
強
方
法
、
市
の
耐
震
改
修
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

日
時　
７
月
29
日
㈬

午
後
１
時
〜
４
時（
受
付
：
午

後
０
時
30
分
〜
）

場
所　
県「
生
涯
あ
ん
し
ん
住
宅
」セ
ミ

ナ
ー
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
敷
地
内
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
７
月
22
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
人
数
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
都
市
計

画
課
計
画
担
当（
〒
816
ー
８
５ 

０
１
春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

募　

集

地
域
交
流
事
業「
サ
ン
サ
ン
ひ
ろ
ば
」

参
加
者
募
集

　
サ
ン
サ
ン
ひ
ろ
ば
は
、
障
が
い
の
あ

る
子
も
な
い
子
も
遊
び
や
学
び
の
活
動

を
通
じ
て
、
お
互
い
を
分
か
り
合
え
る

こ
と
、
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

対
象
・
定
員（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

▽
市
内
に
居
住
す
る
６
〜
18
歳
で
障
が

い
の
あ
る
人　

　
20
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
６
〜
18
歳
の
人　

20
人

▽
16
歳
以
上
で
、
で
き
る
だ
け
両
日
程

に
参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

30
人

※
市
外
・
県
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

交
通
費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

①
８
月
23
日
㈰

▽
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

▽
午
前
10
時
40
分
〜
午
後
３
時

参
加
者
交
流
会
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

②
８
月
25
日
㈫

▽
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

デ
イ
キ
ャ
ン
プ（
水
遊
び
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
）

場
所

①
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町
３
ー

１
０
１
）

②
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ
キ
ャ
ン

プ
村（
那
珂
川
町
大
字
五ご

か
や
ま
ケ
山
8
７ 

０
ー
２
）

参
加
費　
１
日
１
０
０
０
円（
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
か
す
が
会
員
は
会

か
ら
助
成
有
り
）

申
込
方
法　
７
月
31
日
㈮
の
午
後
５
時

ま
で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
障
が
い
の
有
無

を
伝
え
る

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
付
け
は
、
８

月
７
日
㈮
ま
で
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉

協
議
会
地
域
福
祉
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.

ne.jp

県
営
住
宅

入
居
者
募
集（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

　
県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

（
申
込
手
数
料
不
要
）。

申
込
期
間　
７
月
13
日
㈪
〜
22
日
㈬

募
集
す
る
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県

営
住
宅

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申
込

期
間
中
の
み
市
管
財
課（
市
役
所
５

階
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）に
設
置
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

募
集
し
ま
す

星
の
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
白
水
大
池
公
園
星
の
館
は
、
星
空
観

望
会
な
ど
に
協
力
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
識
を
深
め
る
た

め
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
星
や
宇

宙
、
天
体
観
測
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
高
校
生
以
上（
18
歳
未
満
は
保

護
者
の
同
意
が
必
要
）

日
時　
７
月
12
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

同
施
設（
下
白
水
２
０
９
ー

１
７
１
）

内
容　
夏
に
見
え
る
天
体
、
案
内
方
法

（
１
時
間
）、望
遠
鏡
の
操
作（
１

時
間
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
施
設

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.

ne.jp

問い合わせ先
地域づくり課 商工農政担当

（市役所４階）
☎（584）1111 F（584）1153

国勢調査は民間企業の活動や学
術・研究機関を支える情報基盤
　国勢調査から得られるさまざま
な統計は、国や地方公共団体で利
用するだけでなく、民間企業の経
営判断や、学術・研究機関の社会
経済分析などにも広く利用されて
います。
　例えば、民間企業が新しい店舗
の立地を検討する場合、地域の人
口規模や年齢構成などを分析する
ことで、消費者ニーズ（需要）に対
応した事業展開ができます。
　学術・研究機関においては、社
会経済の実態や動向に関する実証
的な研究に利用し、政策提言など
を行います。
　正確な統計を作成するために、
皆さんのご協力をお願いします。
○国勢調査などの統計調査に従事

する調査員募集
調査期間　8月25日〜10月24日
報酬　3万5000円〜7万円程度

（受け持ち世帯数により変
動）

※岡本、春日原南町、春日原北町、
上白水、須玖南、須玖北、日
の出町、宝町、千歳町地区は、
調査員が特に不足しています。
ぜひ協力をお願いします。

教えて！国勢
調査！
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
か
す
が

交
流
会
参
加
者
募
集

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
は
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
人
と
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い

人
が
会
員
に
な
り
、
相
互
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
と
フ
ァ
ミ
サ
ポ
に
関
心
の
あ
る

市
民
で「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会
」を
行
い

ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
託
児（
３
カ
月
以

上
の
未
就
学
児
・
無
料
・
先
着
15
人
）

も
行
い
ま
す
。

日
時　
7
月
28
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
わ
ん
ぱ
く

ル
ー
ム（
須
玖
南
２
ー
１
２
０
）

内
容　
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会
」〜
ゲ
ー

ム
や
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
ふ
れ

あ
い
遊
び
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

定
員　
30
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
履
き
、
お
茶
、

タ
オ
ル

申
込
方
法　
７
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児

の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
フ
ァ
ミ
サ
ポ

か
す
が
事
務
局（
す
く
す
く
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
８
４
）７
７
０
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

fam
isap

o
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

募
集
し
ま
す

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
市
町
村
振
興

協
会
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
人
や
従
事
し
て
い
る
人

期
間　
９
月
27
日
〜
平
成
28
年
３
月
20

日
の
指
定
さ
れ
た
日
曜
日（
全

25
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
大
博
多
ビ
ル
会
議
室（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２
ー
20
ー

1
）

※
期
間
内
一
部
日
程
の
み
、
福
岡
朝
日

ビ
ル
会
議
室（
福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
前
２
ー
１
ー
１
）で
行
い
ま
す
。

受
講
料　
２
万
円（
交
通
費
・
昼
食
代

な
ど
は
別
途
受
講
者
負
担
）

募
集
人
員　
６
人（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
24
日
㈪
ま
で
に
、
高

齢
課（
市
役
所
１
階
）窓
口
に
置

い
て
い
る
受
講
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
す
る

（
要
印
鑑
）

※
市
役
所
で
の
申
し
込
み
は
、
市
に
居

住
し
、
住
民
票
が
あ
る
人
に
限
り
ま

ぬ
ら
さ
ず
、
絞
っ
て
、
乾
か
し
て
！ 

　
水
切
り
は
、
生
ご
み
の
嫌
な
臭
い

を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
ご
み
の
減
量

に
も
効
果
的
で
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
水
切
り
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
ぬ
ら
さ
な
い

野
菜
の
へ
た
な
ど
、
食
べ
な
い
部

分
は
洗
う
前
に
切
り
取
り
、
水
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
ト
レ
イ
や
ボ

ウ
ル
に
分
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
絞
る

ぬ
れ
た
生
ご
み
は
、
水
切
り
ネ
ッ

ト
や
三
角
コ
ー
ナ
ー
で
水
を
切
り

ま
し
ょ
う
。

▽
乾
か
す

ト
レ
イ
や
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に

分
け
た
生
ご
み
は
、
す
ぐ
に
ご
み

袋
に
入
れ
ず
に
一
晩
置
い
て
乾
か

し
て
か
ら
ご
み
袋
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

ご
み
の
こ
と

ご
み
の
こ
と

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
高
齢

者
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）３
０
９
０

春
日
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会

同
好
会
会
員
募
集

　
仲
間
づ
く
り
や
健
康
維
持
、
認
知
症

予
防
の
た
め
に
、
一
緒
に
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
毎
週
木
曜
日（
月
４
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
小
倉
公
民
館（
小
倉
2
ー
93
ー

3
）

会
費　
２
０
０
０
円（
月
額
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
会　
小こ

そ
え
が
わ

副
川

☎（
５
７
１
）３
５
２
３（
F
兼
用
）

夏
休
み
自
然
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動

参
加
者
募
集

　
自
然
の
中
で
暮
ら
す
虫
や
植
物
な
ど

の
観
察
と
、
竹
の
伐
採
な
ど
の
体
験
を

通
し
て
、
生
き
も
の
や
そ
れ
ら
を
育
む

自
然
環
境
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
理

解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　
７
月
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
太
宰
府
政
庁
跡
周
辺（
太
宰
府

市
観か

ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺
４
ー
６
ー
１
周

辺
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
７
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
筑
紫
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境
課

☎（
５
１
３
）５
６
１
１

F（
５
１
３
）５
５
８
６

chikushi-hhe@
pref.fukuoka.

lg.jp

相　

談

法
テ
ラ
ス
福
岡

無
料
法
律
相
談

　
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で
、
相
談

時
間
は
１
人
30
分
以
内
で
す
。

日
時　
７
月
16
日
㈭

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相

談
室（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央

５
ー
14
ー
７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対
象

と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収
入
な

ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
福

岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

ご
み
減
量
推
進
課
ご
み
減
量
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７  生ごみよー！ 

　 お前は7割水分かー！

■平成26年かすがエコ川柳コン
クール最優秀作品
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試　

験

消
費
生
活
専
門
相
談
員

資
格
取
得
し
ま
せ
ん
か

　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
は
、
消
費
生

活
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
必
要
な
知
識

と
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

を
、
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
が
認
定
す
る
資
格
で
す
。

期
日　
10
月
３
日
㈯

場
所　
県
他
全
国
各
地

受
験
料　
１
万
１
５
８
０
円

申
込
期
間　
６
月
29
日
㈪
〜
７
月
31
日

㈮

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
独
立
行
政
法

人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
４
４
３
）７
８
５
５

F
０
３（
３
４
４
３
）７
８
６
９

http://w
w

w
.kokusen.go.jp/

shikaku/shikaku.htm
l

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

　
介
護
支
援
専
門
員
に
な
る
た
め
の
試

験
で
す
。
合
格
す
る
と
実
務
研
修
受
講

後
に
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

期
日　
10
月
11
日
㈰

会
場

▽
福
岡
大
学（
福
岡
市
城
南
区
七な

な
く
ま隈

８
ー
19
ー
１
）

▽
九
州
共
立
大
学（
北
九
州
市
八
幡
西

区
自じ

ゆ
う
が
お
か

由
ケ
丘
１
ー
８
）

申
込
期
間　
６
月
22
日
㈪
〜
７
月
22
日

㈬（
消
印
有
効
）

申
込
書
配
布
期
間　
６
月
15
日
㈪
〜
７

月
22
日
㈬

申
込
書
配
布
場
所　
県
の
各
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
、
県
庁
高
齢
者
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課（
県
庁
２

階
）、
市
高
齢
課（
市
役
所
１

階
）、
各
市
町
村
介
護
保
険
担

当
課
他

※
配
布
場
所
に
行
く
こ
と
が
困
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市民図書館から未
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　今年も山笠の季節がやってきました。どんたくに山笠と、祭り好きの精神は、博多っ子の陽
気で開放的、そしてサービス精神旺盛な気質に由来するそうです。2019年ラグビーワールド
カップ日本大会の試合開催地や2020年東京オリンピックのキャンプ地にも選ばれ、注目が集
まっている福岡。その魅力を再発見します。

　福岡の夏は山笠で始まる。その言葉通り７月1日〜15日の間、
博多の街は山笠一色に染められます。子どもから大人まで、祭り
を支える人々の生き生きとした表情を、福岡出身のカメラマンが
熱い思いで撮影した写真集。迫力満点の写真の数々からは祭り
にかける人々の熱い思いが伝わってきます。

　福岡出身の著者が「博多弁と福岡弁の違いは」、「金印はなぜ志
賀島から発見されたのか」、「明治の博多駅はどこにあった」といっ
た博多の「謎」を解明します。各項目には著者が謎解きをするため
に立ち寄った場所や施設への行き方が記載されています。この本
を片手にあなたも謎解きしてみませんか。

　「この１冊で福岡の企業・経済がわかる!!」そんなキャッチフレーズ
のもと発行されている年刊誌です。今回は「成長都市Ｆ

フ ク オ カ
ＵＫＵＯＫＡ

の注目企業」として約80の企業を紹介します。特集「スポーツが街
を元気にする」では野球やサッカーはもちろん、ラグビー、マラソ
ンでも注目を集めている福岡のまちづくりの可能性を考えます。

『博多祇園山笠』　
　　　 　　　　  管

すが
　洋

ひろし
志／写真・文　海鳥社　Q386.1ｽ【棚24】

『博多謎解き散歩』
　　　　　　　　　石

いしたき
瀧豊

と よ み
美／編著　KADOKAWA　Ｂ291.9ｲ【棚39】

『ふくおか経済ＥＸ 2015』
　　　　　　　　　　　　　　 地域情報センター　Q335.0ﾌ【棚24】

市民図書館（大谷6-24）
☎（584）4646　F（584）3900

 http://www.library.city.kasuga.fukuoka.jp再発見！福岡の魅力

「朝活」に参加しませんか
　生活リズムが乱れがちな夏
休みに、図書館の「朝活」に参
加しませんか。
対象　中学生以上で期間中

10日程度参加できる人
期 間　7月21日 ㈫ 〜8月21

日㈮の平日開館日（7月
21日㈫はバックヤードツ
アーあり）

時間　午前9時〜10時
場所　市民図書館
内容　ラジオ体操、書架の整

理、本を書棚に戻す作業
定員　20人程度
申込方法　7月15日㈬までに、

電話で申し込むか申込用紙
（図書館ウェブサイトから
も入手可）を市民図書館
カウンターに提出する

申込・問い合わせ先　市民図
書館

もっと身近に
暮らしのなかに

図書館を

お
詫
び
と
訂
正
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須玖南 2 ｰ120　☎（573）2431 F（584）7739

天神山 1-213　☎（593）2777 F（593）2801光町 2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 F（501）7033

大土居 1 ｰ38　☎（581）5614 F（581）5616

７月の行事予定表

子育て広場
未就学児と保
護者対象。
友達づくり、
子育て情報な
どの交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：1日㈬、2日㈭
▶光町：7日㈫、8日㈬、14日㈫

▶毛勝：7日㈫、16日㈭
▶白水：2日㈭、3日㈮、14日㈫

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：17日㈮
▶光町：10日㈮

▶毛勝：9日㈭
▶白水：10日㈮ 午前10時30分〜

（1時間程度）ニコニコくらぶ
（満2歳以上）

▶須玖：9日㈭、10日㈮
▶光町：2日㈭、3日㈮、17日㈮

▶毛勝：2日㈭、3日㈮
▶白水：8日㈬、9日㈭、16日㈭

1日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所 ： いきいきプラザすこやかルーム

2日（木） ワイワイ広場（しゃぼん玉であそぼ）　午後4時〜4時40分

4日（土）
かんたん工作（ジェット★紙飛行機）
午前10時30分〜11時30分
トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上

9日（木） 楽しいおはなし会　午前11時〜11時30分

11日（土） 遊びの出前！児童センター午前10時30分〜11時30分、場所：春日野小ときめきホール

15日（水）
ニコニコ水遊び（2歳以上）　午前10時30分〜11時30分

（受付：午前10時15分〜）、先着30組　※水着着用（オム
ツ・水遊び用オムツ不可）、雨天中止

16日（木） ワイワイ広場（もうすぐ夏休み！ドッジボール大会）午後4時〜4時40分

18日（土） かんたんクッキング（手づくり肉まん）午前10時〜正午、10人、150円 
19日（日） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

24日（金）
福岡県青少年科学館へ行こう！　集合・帰着場所：光町児童
センター、集合時間：午前8時30分、帰着予定：午後4時30
分、12人、弁当・水筒持参 

29日（水） おばけやしき　各150人、①午前10時〜11時30分、②午
後1時〜3時　※受付は各終了時刻の10分前まで

１日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所 ： いきいきプラザすこやかルーム

11日（土） けかつ広場（プラバンづくり）　午後2時〜3時
14日（火） おはなし・だいすき　午前11時〜11時30分

15日（水）
ニコニコ水遊び（2歳以上）　午前10時30分〜11時30分

（受付：午前10時15分〜）、先着30組　※水着着用（オム
ツ・水遊び用オムツ不可）、雨天中止

18日（土） トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

19日（日） かんたんクッキング（夏のキラキラゼリー）午前10時30分〜正午、10人、150円 

24日（金）
福岡県青少年科学館へ行こう！　集合・帰着場所：毛勝児童
センター、集合時間：午前8時30分、帰着予定：午後4時15
分、12人、弁当・水筒持参 

25日（土） 道場やぶり（夏のクイズラリー）　午後2時〜3時

29日（水） 作って遊ぼう（風にゆれる夏モビール）午後2時〜3時、10人 
30日（木） 運動遊び（卓球大会）　午後2時〜3時
31日（金） トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上

1日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分8日（水）

11日（土） おまたせ！トランポリン　午前11時〜正午
おはなし広場（七夕会）　午後2時〜2時30分

15日（水）

屋上でわくわく（絵あそび・水あそび）　2歳以上対象、午前10
時30分〜11時30分（受付：午前10時20分〜）、先着30組
※雨天時は絵あそび、持ってくるものは要問い合わせ
みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分

19日（日）

楽しいクッキング（キーマカレー＆ナン）
午前10時15分〜正午、10人、100円 
親子であそぼう　午後3時〜3時20分
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

22日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分

23日（木）
福岡県青少年科学館へ行こう！　集合・帰着場所：須玖児童
センター、集合時間：午前8時30分、帰着予定：午後4時30
分、12人、弁当・水筒持参 

29日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分
30日（木） 道場やぶり（VS職員）　午後1時30分〜2時30分

今月の休館日

6日㈪、13日㈪、
20日㈪、21日㈫、
27日㈪、28日㈫

児童
センター須玖

児童
センター白水児童

センター光町

児童
センター毛勝

あそぼ～ 　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護
者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸し出しがあり、行事がない時でも、いろい
ろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュした
いという大人を対象とした、託児付きの行事もあります。
　須玖児童センターが入っているすくすくプラザ内には子育て支援セン
ターも併設されており、さまざまな子育て情報の提供や子どもや保護者から
の相談にも応じます（日曜日を除く）。気軽に利用してください。

　　　開館時間　
午前 10 時～午後 5時

▶　 の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）▶表中の金額は参加費など▶ は申し込みが必要（7 月 1 日（水）午後 5 時以降
に申し込み。受付／午後 6 時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）▶申し込みは 1 人 1 行事まで▶天候
により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

1日（水） こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所 ： いきいきプラザすこやかルーム

4日（土） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時〜3時
5日（日） トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上
7日（火） すくすく育児相談　午前10時〜11時30分

11日（土） 作ってわくわく（おばけやしきグッズを作ろう）午後2時〜3時　※汚れても良い服装
12日（日） トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上

15日（水）
ニコニコ水遊び（2歳以上）　午前10時30分〜11時30分

（受付：午前10時15分〜）、先着30組　※水着着用（オム
ツ・水遊び用オムツ不可）、雨天中止

17日（金） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分
18日（土） わんぱく広場（ドッジボール大会）　午後2時〜3時

19日（日） 道場やぶり（小学生水合戦パート１）午後2時〜3時 ※濡れても良い服装、着替え持参、雨天中止

23日（木）
福岡県青少年科学館へ行こう！　集合・帰着場所：白水児童
センター、集合時間：午前8時30分、帰着予定：午後4時15
分、12人、弁当・水筒持参 

25日（土） 道場やぶり（小学生水合戦パート2）午後2時〜3時 ※濡れても良い服装、着替え持参、雨天中止

26日（日） わくわくクッキング（フルーツアイス白玉）午前10時30分〜正午、12人、150円 
29日（水） 小学生こわ〜いおはなし　午後2時〜3時
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織姫星と彦星
に会いに星の館へ行こう

開館日時／金～日曜日　午後2時～9時30分
場所／下白水209-171白水大池公園内

☎（558）9099   F（558）9023
※閉館日は星の館管理会社に転送します。

http://hoshinoyakata.com/
　 starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容
７月3日㈮～5日㈰

午後７時30分〜
９時30分

七夕観望会
7日㈫ 七夕観望会

10日㈮〜12日㈰ 明るくなった金星を見よう
17日㈮〜19日㈰ 明るくなった金星を見よう
24日㈮〜26日㈰ 土星と月を見よう

31日㈮〜8月2日㈰ 夏の大三角を探そう

主な公共施設の連絡先

春日市役所‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1111
いきいきプラザ（健康課）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1134
いきいきプラザ（市民課西出張所）‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1133
すくすくプラザ（子育て支援センター）‥ ‥‥‥‥‥☎（584）1010
ふれあい文化センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）3366
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）4646
男女共同参画・消費生活センター じょなさん‥‥‥☎（584）1201
奴国の丘歴史資料館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1144
市民スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）3234
温水プール‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（915）3500
西スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（954）0112
北スポーツセンター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（592）3600
春日警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（580）0110
下白水交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（501）1873
春日原交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）0342
春日南交番‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）0380
春日・大野城・那珂川消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（584）1191
火事の問い合わせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎0180（999）888
春日那珂川水道企業団‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（571）7001
ハート館かすが‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（513）1766
教育支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（517）0396
福祉ぱれっと館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（575）2223
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（581）7225
春日市北地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（589）6227
春日市南地域包括支援センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）8188
ナギの木苑‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（595）0513�
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥☎（596）1826

9月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて郵送してください。
平成27年8月3日㈪（当日消印有効）までの到着分の中から抽選で決定します。
送り先　市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816 ８ー５０１春日市役所）　　  　　※写真は返却できません。

※天候などにより内容が変更になる場合があります。

入
いりた

田　悠
ゆうき

輝ちゃん
平成26年7月2日生

（白水ヶ丘）

大
おおほ

穂　杏
あんり

莉ちゃん
平成26年7月1日生

（昇町）

平
ひらやま

山　湊
みなと

ちゃん
平成26年7月21日生

（紅葉ヶ丘東）

中
なかがき

垣　耀
ようた

大ちゃん
平成26年7月22日生

（紅葉ヶ丘東）

村
むらかみ

上　陽
はるか

咲ちゃん
平成26年7月25日生

（春日原東町）

中
なかしま

島　明
あすか

日香ちゃん
平成26年7月24日生

（白水ヶ丘）

工
くどう

藤　悠
ゆうや

椰ちゃん
平成26年7月29日生

（小倉）

大
おおやま

山　桔
きっぺい

平ちゃん
平成26年7月28日生

（春日原東町）

小
こばやし

林　葵
あおい

ちゃん
平成25年7月17日生

（一の谷）

火
ひのさか

野坂　蒼
あおい

ちゃん
平成26年7月21日生

（上白水）

　白水大池公園星の館は、毎週、季節の星座や天文現象の観
望会を行っています。参加は無料で、初心者でも指導員が丁
寧に案内しますので、気軽に来館してください。

上記以外の天体観測も行っています。
昼間は太陽なども観察できます。

　

刀
剣
が
ブ
ー
ム
だ
そ
う
で

す
。
戦
国
武
将
人
気
が
、
武
将

の
出
身
地
の
町
お
こ
し
に
一
役

買
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
度
は「
刀
」そ
の

も
の
が
人
気
と
知
っ
て
驚
き
で

す
。
も
と
も
と
は
刀
を
題
材
と

し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
か

ら
火
が
付
い
た
そ
う
で
す
が
、

今
や
各
地
の
美
術
館
で
は
刀
剣

の
展
覧
会
が
開
か
れ
、
軒
並
み

盛
況
だ
と
か
▼
こ
の
話
を
聞
い

て
、
古
い
友
人
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
20
数
年
前
、
異
業
種
交

流
会
で
知
り
合
っ
た
人
で
す
。

お
互
い
歴
史
小
説
が
好
き
で
、

意
気
投
合
し
、
当
時
は
よ
く
一

緒
に
旅
行
に
行
き
ま
し
た
▼
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
普
及
し
て
い

な
い
時
代
、
ど
こ
で
ど
う
調
べ

た
の
か
、
必
ず
そ
の
町
の
刀
剣

店
に
付
き
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

刀
剣
を
し
げ
し
げ
と
眺
め
、
悦

に
入
っ
て
い
る
彼
の
横
顔
を
見

な
が
ら
、「
珍
し
い
趣
味
だ
な

あ
」と
思
っ
た
も
の
で
す
▼
世

の
中
、
何
が
流
行
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
か
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■春日市総合情報メール

防犯・防災情報や子育て情報、健康情報な
ど11分野の行政情報を携帯電話などにメー
ル配信するサービスです。

市
報

平
成

27年
7月

1日
号

  №
1048　

発
行

／
春

日
市

〒
816−

8501 福
岡

県
春

日
市

原
町

3−
1−

5
 http://w

w
w

.city.kasuga.fukuoka.jp

編
集

／
春

日
市

情
報

政
策

課
情

報
公

開
広

報
担

当
☎

092（
584）1111　

F
092（

584）1145
 info@

city.kasuga.fukuoka.jp

〈広告欄〉

■市の人口

広告に関するお問い合わせ先　㈱ホープ　☎ 092（716）1404

お宝文化百選

この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。

（5月31日現在）

■社会教育課社会教育担当
　☎（575）4121　F（593）7380

市
の
木

ナ
ギ
ノ
キ

総人口 11万2727人
（前月+9）

女 5万7977人
（前月-19）

男 5万4750人
（前月+28）

世帯数 4万7171世帯
（前月+12）

増
転入 443人
出生 91人

その他 5人

減
転出 460人
死亡 46人

その他 24人

　弥生の森は、長い年月をかけて
成長した自然のままの常緑広葉樹
林です。クスノキやカシなどが生
い茂り、一年中青々としています。
　特別緑地保全地区に指定されて
いるため、樹林を散策はできませ
んが、弥生公園の北側に、奴国の
丘歴史公園の中にある上散田公園
の南側に望むことができます。
　森の一部では発掘調査が行わ
れ、弥生時代の甕

かめかんぼ

棺墓や住居跡の
他、古墳も発見されています。

弥生の森

春日北小学校

須玖
岡本

須玖小学校

春日中学校
至宝町

至昇町

奴国の丘
歴史資料館 陸上自衛隊

福岡駐屯地

岡本遺跡
弥生公園弥生公民館前

やよいバス停「弥生公民館前（須玖線）」徒歩6分

　昔から、この森で生活し、木の
実やまきを採集し、子どもたちが
遊んだ里山
のような森
だったこと
が分かりま
す。　

場
所　
弥
生
２
丁
目


	表紙
	須玖タカウタ遺跡
	春日市の財政状況
	７月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」です！
	平和祈念展を開催
	７月は同和問題啓発強調月間です
	市からのお知らせ
	情報ひろば
	あそぼ～児童センター
	星の館、お誕生日おめでとう
	お宝文化百選

